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1. 操作パネルの各部の名称

1-1 本体

（前面） （右側面）

② ④ ⑤

①

⑧
⑦
⑥

⑨

⑩

⑪

⑫

③
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① タッチパネル・液晶表示部

② 準備キー → データ入力画面と縫製画面の切り替えを行ないます

③ インフォメーションキー → データ入力画面とインフォメーション画面の切り替え
を行ないます

④ 通信キー → データ入力画面と通信画面の切り替えを行ないます

⑤ モードキー → データ入力画面と各種詳細設定をおこなうモード切り
替え画面の切り替えを行ないます

⑥ コントラストボリューム

⑦ 明るさボリューム

⑧ コンパクトフラッシュ (TM) 取り出しボタン

⑨ コンパクトフラッシュ (TM) スロット

⑩ 蓋検出スイッチ

⑪ 外部スイッチ入力用コネクタ

⑫ 電装接続用コネクタ
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1-2 共通で使用されるボタン

IP-420 の各画面で共通の操作を行うボタンは下記の通りです。

キャンセルボタン → ポップアップ画面を閉じます。
データ変更画面の場合は、変更中のデータをキャンセルしま
す。

エンターボタン → 変更したデータを確定します。

上スクロールボタン → ボタンもしくは表示を上方向にスクロールします。

下スクロールボタン → ボタンもしくは表示を下方向にスクロールします。

リセットボタン → エラーの解除を行います。

数字入力ボタン → テンキーが表示され、数字の入力を行うことができます。

文字入力ボタン → 文字入力画面を表示します。
→ "18. パターンに名称を付けるには " p.46 をご覧くださ

い。

押え下降ボタン → 押えを下降し、押え下降画面を表示します。
押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇
ボタンを押してください。

糸巻ボタン → 下糸巻を行います。
→ "11. 下糸を巻くには " p.29 をご覧ください。
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準備キーを押さずに電源を切ったとき、「パ
ターン No.」、「XY 拡大縮小率」、「最高縫
い速度」の設定は記憶されません。

2. IP-420 の基本操作

本説明書では、LK-1900B を基準に説明します。

① 電源スイッチを入れる
 初めに電源を入れると、言語の選択画面が表示さ

れます。ご使用の言語を設定してください。（メモ

リスイッチ  にて変更することができます。）

② 縫製したいパターン No. を選択する
 電源を入れると、データ入力画面が表示されます。

画面中央に現在選択されている形状が形状選択ボ

タン  Aに表示され、押すと縫い形状の選

択ができます。縫い形状の選択方法は、"4. 縫い
形状の選択を行うには " p.11 をご覧ください。

パターン No. は縫い形状一覧を参照してく
ださい。

押えが上昇している時は、下降させてから
移動しますので、指を挟まないように注意
してください。

 準備  Bを押すと、液晶表示の背景色が緑色

に変わり、縫製可能となります。

③ 縫製を開始する
 縫製品を押え部分にセットし、ペダル操作するこ

とによりミシンがスタートし、縫製を開始します。

※ 画面については、"3. 縫い形状選択時の液晶表示
部 " p.5 をご覧ください。

A

B

言語選択を行わずにキャンセルボタン  

またはエンターボタン  にて選択画面
を終了すると、次に電源を投入した際に言
語選択画面が再度表示されます。
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3. 縫い形状選択時の液晶表示部
3-1 縫い形状データ入力画面

A B C D E

F

G

H

J

I

L

K

M

P

N

O
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ボタン・表示 内容

A パターンボタン新規登録ボタン パターンボタン新規登録画面が表示されます。

→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " p.35 をご覧くだ

さい。

B ユーザーパターン新規登録ボタン ユーザーパターン新規登録画面が表示されます。

→ "13. ユーザーパターンの新規登録を行うには " p.34 をご覧く

ださい。

C 糸つかみボタン 糸つかみの有効／無効を選択します。

 ： 糸つかみ無効

 ： 糸つかみ有効

※ メモリースイッチ  で糸つかみの禁止が設定されている場合、糸

つかみボタンは表示されません。

D 押え下げボタン 押えを下降し、押え下降画面を表示します。

押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇ボタンを押して

ください。

E 糸巻ボタン 下糸を巻くことができます。

→ "11. 下糸を巻くには " p.29 をご覧ください。

F 縫い形状 No. 表示 現在選択中の縫い形状の種類と No. を表示します。

縫い形状の種類は下記の 3 つあります。

 ： 標準パターン

 ： ユーザーパターン

 ： メディアパターン

G 縫い形状選択ボタン ボタン上に現在選択中の縫い形状を表示し、押すと縫い形状選択画面が表示

されます。

→ "4. 縫い形状の選択を行うには " p.11 をご覧ください。

H 糸張力設定ボタン ボタン上に現在選択中のパターンデータに設定されている上糸張力値を表

示し、押すと項目データ変更画面が表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。
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ボタン・表示 内容

I X 実寸値表示 選択中の縫い形状の X 方向の実寸値を表示します。

メモリースイッチ  の設定により、実寸値入力を選択すると X 実寸

値設定ボタンが表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。

J X 拡大縮小率設定ボタン ボタン上に現在選択中の縫い形状の X 方向の拡大縮小率を表示します。

メモリースイッチ  の設定により、拡大縮小率入力を非選択にすると

ボタンが消え X 拡大縮小率が表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。

K Y 実寸値表示 選択中の縫い形状の Y 方向の実寸値を表示します。

メモリースイッチ  の設定により、実寸値入力を選択すると Y 実寸

値設定ボタンが表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。

L Y 拡大縮小率設定ボタン ボタン上に現在選択中の縫い形状の Y 方向の拡大縮小率を表示します。

メモリースイッチ  の設定により、拡大縮小率入力を非選択にすると

ボタンが消え Y 拡大縮小率が表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。

M 最高速度制限 ボタン上に現在設定されている最高制限速度を表示し、押すと項目データ変

更画面が表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。

N フォルダ番号表示 表示されているパターン登録ボタンが保存されているフォルダ No. を表示

します。

O フォルダ選択ボタン パターンの表示フォルダが順番に表示されます。

P パターン登録ボタン Nフォルダ番号表示に保存されているパターン登録ボタンが表示されます。

→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " p.35 をご覧くだ

さい。
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3-2 縫製画面

A B C

F

N

E D

O
P

R

Q

G

J

M

K

H

I

L
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ボタン・表示 内容

A 糸つかみボタン 糸つかみの有効／無効を選択します。

 ： 糸つかみ無効

 ： 糸つかみ有効

※ メモリースイッチ  で糸つかみの禁止が設定されている場合、糸

つかみボタンは表示されません。

B 押え下げボタン 押えを下降し、押え下降画面を表示します。

押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇ボタンを押して

ください。

C 原点復帰ボタン 押えを縫い始めまで戻し、押えを上昇します。

D X 実寸値表示 選択中の縫い形状の X 方向の実寸値を表示します。

E X 拡大縮小率表示 選択中の縫い形状の X 方向の拡大縮小率を表示します。

F 縫い形状 No. 表示 現在選択中の縫い形状の種類と No. を表示します。

縫い形状の種類は下記の 3 つあります。

 ： 標準パターン

 ： ユーザーパターン

 ： メディアパターン

G 縫い形状表示 現在選択中の縫い形状を表示します。

H 縫い形状総針数表示 現在選択中の縫い形状の総針数を表示します。

I 糸張力設定ボタン ボタン上に現在選択中のパターンデータに設定されている上糸張力値を表

示し、押すと項目データ変更画面が表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " p.17 をご覧ください。

J カウンター値変更ボタン ボタン上に現在のカウンター値を表示します。押すとカウンター値変更画面

が表示されます。

→ "12. カウンターを使うには " p.30 をご覧ください。

K カウンター切り替えボタン 縫製カウンター／枚数カウンターの表示を切り替えることができます。

→ "12. カウンターを使うには " p.30 をご覧ください。
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ボタン・表示 内容

L ステップ縫いボタン ステップ縫い画面を表示します。パターン形状の確認を行うことができま

す。

→ "7. パターン形状の確認 " p.19 をご覧ください。

M フォルダ番号表示 表示されているパターン登録ボタンが保存されているフォルダ No. を表示

します。

N 速度ボリューム ミシンの縫い速度を変更することができます。

O Y 実寸値表示 選択中の縫い形状の Y 方向の実寸値を表示します。

P Y 拡大縮小率表示 選択中の縫い形状の Y 方向の拡大縮小率を表示します。

Q 最高速度制限表示 現在設定されている最高速度制限が表示されます。

R パターン登録ボタン Mフォルダ番号表示に保存されているパターン登録ボタンが表示されます。

→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " p.35 をご覧くだ

さい。
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4. 縫い形状の選択を行うには

① データ入力画面を表示する
 データ入力画面（青色）の場合のみ、縫い形状の

選択が可能になります。縫製画面（緑色）の場合

には、準備キー  を押し、データ入力画面（青

色）を表示してください。

② 縫い形状選択画面を呼び出す

 縫い形状ボタン  Aを押すと、縫い形状選

択画面が表示されます。

③ 縫い形状の種類を選択する
 縫い形状は 3 種類あります。

 縫い形状種類選択ボタン  Bを押してくださ

い。

A

B
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④ 縫い形状の種類を確定する
 縫い形状は下記の 3 種類あります。この中から

希望の種類を選択してください。

 縫い形状種類選択ボタンCから希望の縫い形状

種類を選択し、エンターボタン  Dを押して

ください。

 選択した縫い形状の種類に対応した縫い形状一

覧画面を表示します。

ピクト 名称 最大パターン数

標準パターン
1900/1901/1902 : 51

1903 : 50

ユーザーパターン 200

メディアパターン 999

F

D

G

E

必ず IP-420 でフォーマットしたメディ
アを使用してください。
メディアのフォーマット方法は、"26-3 
フォーマットを行うには " p.87 をご
覧ください。

⑤ 縫い形状を選択する

 上下スクロールボタン  Eを押すと、

縫い形状ボタンFが順次切り替わります。ボタン

には縫い形状の内容が表示されます。ここで選択

したい縫い形状ボタンを押してください。選択し

た形状の詳細が画面上部に表示されます。

⑥ 縫い形状を確定する

 エンターボタン  Gを押すと、縫い形状を確

定し、データ入力画面を表示します。

C
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縫い形状がユーザーパターンの場合には右のよ

うな画面が表示されます。

ユーザーパターンに登録されているパターン No. 

選択ボタンHが表示されます。選択したいパター

ン No. のボタンを押して下さい。

また選択した形状を確認したい場合には、ビュー

アーボタン  Iを押すと、ビューアー画面が

表示され、選択した形状を表示します。

H

I

H

I

縫い形状がメディアパターンの場合には右のよ

うな画面が表示されます。

メディアパターンに登録されているパターン No. 

選択ボタンHが表示されます。選択したいパター

ン No. のボタンを押して下さい。

また選択した形状を確認したい場合には、ビュー

アーボタン  Iを押すと、ビューアー画面が

表示され、選択した形状を表示します。
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No 針落ち図 針数

縫製
サイズ
(mm)

( 注 2)
押え
No

No 針落ち図 針数

縫製
サイズ
(mm)

( 注 2)
押え
No

縦 横 縦 横

大
閂
止
め

1

(51)

42 2.0 16 1

線
閂
止
め

17 21 0 10 1

2 2

3 3

2 2.0 10 1 18 28 0 10 1

2 2

3 3

※ 3 2.5 16 1 19 0 25 6

4 7

※ 4 3.0 24 6 20 36 0 25 6

7 7

5 28 2.0 10 1 21 41 0 25 6

2
7

3

※ 6 2.5 16 1 22 44 0 35 ( 注 3)

4

7 36 2.0 10 1

縦
閂
止
め

23 28 20 4.0 9

2
10

3

※ 8 2.5 16 1 24 36 20 4.0 9

4 10

※ 9 56 3.0 24 6 25 42 20 4.0 9

7 10

※
10

64 3.0 24 6 26 56 20 4.0 9

7 10

小
閂
止
め

11 21 2.5 6 6

縦
線
閂
止
め

27 18 20 0 11

12 28 2.5 6 28 21 10 0

13 36 2.5 6 29 20 0

メ
リ
ア
ス
閂
止
め

14 14 2.0 8 5 30 28 20 0

15 21 2.0 8

16 28 2.0 8

5. 縫い形状一覧
5-1 LK-1900B ／ LK-1901B ／ LK-1902B

(上
)

(上
)

(上
)

(上
)

(上
)

(上
)

(上
)

(上
)

(下
)

(下
)

(下
)

(下
)

(下
)

(下
)

(下
)

(下
)

1. 縫いサイズは拡大率 100％の寸法です。
2. 押え No. は、別紙押え一覧表を参照して

ください。
3. 22 はブランク材を加工してご使用くださ

い。
4. ※印のパターンは、デニム縫製にご利用

ください。
5. No. 51 は糸つかみ無し用です。
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No 針落ち図 針数

縫製
サイズ
(mm)

( 注 2)
押え
No

縦 横

半
月
閂
止
め

31 52 7 10 13

32 63 7 12 13

33 24 6 10 13

34 31 6 12 13

35 48 10 7 14

36 48 10 7 14

大
閂
止
め

37 90 3 24 6

7

メ
リ
ア
ス
閂
止
め

38 28 2 8 5

丸
閂
止
め

39 28 Φ 12 16

40 48

No 針落ち図 針数

縫製
サイズ
(mm)

( 注 2)
押え
No

縦 横

縦
閂
止
め

41 29 20 2.5 12

42 39 25 2.5 12

43 45 25 2.5 12

44 58 25 2.5 12

45 75 30 2.5 12

46 42 30 2.5 12

菊
穴

47 91 Φ 8 15

48 99

49 148

50 164

パターン No. 41 ～ 46 は、オプション押
え No. 12 用です。縦閂止めパターン No. 
23 ～ 26 とは原点が 5mm 上下に異なり
ます。



– 16 –

5-2 LK-1903B

パターン
No. 縫い模様 縫い糸

（本）

標準縫い
長さ X

（mm）

標準縫い
長さ Y

（mm）

パターン
No. 縫い模様 縫い糸

（本）

標準縫い
長さ X

（mm）

標準縫い
長さ Y

（mm）

1・34 6-6

3.4 3.4

18・44 6

3.4 0

2・35 8-8 19・45 8

3 10-10 20 10

4 12-12 21 12

5・36 6-6 22 16

6・37 8-8 23・46 6

0 3.47 10-10 24 10

8 12-12 25 12

9・38 6-6 26・47 6-6

3.4 3.4

10・39 8-8 27 10-10

11 10-10 28・48 6-6

12・40 6-6 29 10-10

13・41 8-8 30・49 5-5-5

3.0 2.5

14 10-10 31 8-8-8

15・42 6-6 32・50 5-5-5

16・43 8-8 33 8-8-8

17 10-10

※ 標準縫い長さ X・Y は、拡大縮小率 100％のとき。
 パターン No. 34 〜 No. 50 はボタン穴の小さいとき（φ 1.5mm 以下）にご使用ください。
※ 鳥の巣残短仕様の場合、出荷状態ではパターン No.23 〜 25、30 〜 33、46、49、50 は表示されません。
 使用の場合は、メモリスイッチ K102 を表示する設定にしてください。
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6. 項目データの変更を行うには
① データ入力画面を表示する
 データ入力画面の場合にて、項目データの変更が

可能になります。縫製画面（緑色）の場合には、
準備キーを押し、データ入力画面（青色）を表示
してください。

※ 糸張力値は縫製画面でも変更が可能です。

② 項目データ入力画面を表示する
 変更したい項目データのボタンを押すと項目データ入力画面を表示します。
 項目データは、下記 4 項目です。

※ X 方向の拡大縮小率A 、Y 方向の拡大縮小率Bは、メモリースイッチ  の選択にて、実寸値入力

に変更することが可能です。

※ 最高制限速度Dの最大入力範囲及び初期値は、メモリースイッチ  にて決まります。

C

A

B

D

例として、X 拡大縮小率を入力してみます。

 Aを押して、項目データ入力画面を表示します。

注意 100％を超える設定は、針と布押えが干渉し、針折れが発生するなど危険です。

A

項目 入力範囲 初期値

A X 方向拡大縮小率 20 〜 200（％） 100（％）

B Y 方向拡大縮小率 20 〜 200（％） 100（％）

C 糸張力 0 〜 200 50

D 最高速度制限

1900 : 400 〜 3200 (sti/min) 3200 (sti/min)

1901 、1902 : 400 〜 3000 (sti/min) 3000 (sti/min)

1903 、1900 倍釜 : 400 〜 2700 (sti/min) 2700 (sti/min)



– 18 –

③ データを入力する
 テンキー、+・－ボタンEで希望の値を入力して

ください。

④ データを確定する

 エンターボタン  Fを押すと、データが確

定します。

※ 他の項目データについても、同様の操作でデータ

を変更することができます。

※ 1 つの画面で、X/Y 拡大縮小率もしくは X/Y 実

寸値の X/Y 値を入力することができます。

準備キーを押さずに電源を切ったとき、パターン No. 、 ＸＹ拡縮率、最高縫い速度の設定値は記憶
されません。

メディアパターンの糸張力、糸張力コマンドの追

加 / 削除を行った場合、パターン種類部分が変更

表示Hが から になります。

変更表示Hの場合、パターン変更時に変更確認画

面が表示されます。

エンターボタン  Iを押すと、現在のパター

ン情報を破棄して、パターン No. を変更します。

変更されたパターンを保存するには、 "13. ユー
ザーパターンの新規登録を行うには " p.34 を

ご覧ください。

E

F

H

I
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7. パターン形状の確認

① 縫製画面を表示する
 データ入力画面（青色）を表示し、準備キー 

 Aを押すと液晶表示の背景色が緑色に変わ

り、縫製可能となります。

② ステップ縫い画面を表示する

 ステップ縫いボタン  Bを押すと、ステップ

縫い画面を表示します。

A

B

注意 パターン選択後は必ずパターンの形状を確認してください。万一押えよりパターンがはみ
出していると、縫製途中で針が押えに干渉し、針折れが発生するなど危険です。
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③ フットスイッチで押えを下降する

このモードでは、フットスイッチを踏み
込んでもミシンスタートはしません。

④ 押えを下降した状態で運針を進める

 押え後退ボタン  C 、押え前進ボタン  

Dで形状を確認してください。

 ボタンを一定時間押し続けると、ボタンを離して

も押えが動き続けます。

 停止したい場合は、停止ボタン  Gを押して

ください。原点移動ボタン  Fを押すと原点

に移動し、縫製画面に戻ります。

針棒が下降した状態で押え前進・後退ボタンを押すと、針棒を自動で上位置復帰させてから押え
が移動します。注意してください。

⑤ 形状確認を終了する

 キャンセルボタン  Eを押すと、縫製画面に戻ります。

 押えが縫い始め位置、もしくは縫い終り位置に無い場合は、フットスイッチを押すと確認途中から縫製

することが可能です。

C F

G

D

E
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8. 針落ち点ごとに糸張力コマンドを変更するには
8-1 針落ち点ごとに糸張力コマンドを追加・変更するには

① 糸張力コマンド変更画面を表示する
 標準パターン・メディアパターン・ユーザー

パターン選択時に、縫製画面の糸張力ボタン 

 Aを押して、糸張力設定画面を表示しま

す。糸張力設定画面上の糸張力コマンド変更ボタ

ン  Bを押すと、糸張力コマンド変更画面を

表示します。

このモードでは、フットスイッチを踏み
込んでもミシンスタートはしません。

② 変更したいコマンド位置を指定する

 押えが下降した状態で、1 針後退ボタン  C 、

1 針前進ボタン  Dで糸張力コマンドを追加

したい位置、もしくは糸張力コマンド値を変更し

たい位置を指定してください。

 また、  E 、  Fで前後の糸張力コマン

ドのある針落ち点に移動します。移動を停止した

い場合は、停止ボタン  Gを押してください。

 原点移動ボタン  Hを押すと、原点に移動し

ます。

 表示される値は、絶対値 ( 糸張力値 ＋ 糸張力コ

マンド値 ) となっています。

A

B

C

E

F G

H

D
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③ 糸張力コマンド値を入力する

 コマンド入力ボタン  Iを押すと、糸張

力増減値入力画面を表示します。テンキー、+・

－ボタンJで希望の値を入力してください。エン

ターボタン  Kを押すと、データが確定しま

す。

J

K

I※ 標準パターンの場合は糸張力コマンドが既に存

在する位置のみコマンド入力ボタンが表示され

ます。
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8-2 針落ち点ごとに糸張力コマンドを削除するには

① 糸張力コマンド変更画面を表示する
 標準パターン・ユーザーパターン・メディア

パターン選択時に、縫製画面の糸張力ボタン 

 Aを押して、糸張力設定画面を表示しま

す。

 糸張力設定画面上の糸張力コマンド変更ボタン 

 Bを押すと、糸張力コマンド変更画面を表

示します。

A

B
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② 削除したいコマンド位置を指定する

 押えが下降した状態で、1 針後退ボタン  C 、

1 針前進ボタン  Dで削除したいコマンド位置

を指定してください。

 また、  E 、  Fで前後の糸張力コマン

ドのある針落ち点に移動します。移動を停止した

い場合は、停止ボタン  Gを押してください。

 原点移動ボタン  Hを押すと、原点に移動し

ます。

 糸張力コマンド上に現在の針落ち点がある場合

に、コマンド削除ボタン  Lが表示されます。

③ 糸張力コマンドを削除する

 コマンド削除ボタン  Lを押すと、コマンド

削除画面を表示します。エンターボタン  M

を押すと、削除されます。

C

E

M

H

D

L

G

F

※ 標準パターンの場合は、糸張力コマンドを削除す

ることができません。
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9. グリースアップエラーの解除を行うには

グリースアップ針数が 10000 万針以上になった場

合、電源投入時に E220 グリースアップ警告が発

生します。

グリースの補充を行った後、メモリースイッチ 

 グリースアップエラークリアでグリースアッ

プ針数をクリアしてください。クリアするまで電源

投入ごとに E220 を表示します。

グリースアップ針数が 12000 万針以上になった場

合、準備キーを押した時に E221 グリースアップ

エラーが発生します。E221 が発生すると、縫製す

ることができません。グリースの補充を行った後、

メモリースイッチ  グリースアップエラーク

リアでグリースアップ針数をクリアしてください。

① メモリースイッチデータ一覧を表示する
 メモリースイッチデータ一覧画面を表示し、 

 グリースアップエラークリアのボタンA
を選択してください。グリースアップエラークリ

ア画面が表示されます。

② グリースアップ針数をクリアする

 クリアボタン  Bを押すと、ポップアップを

閉じ、グリースアップ針数をクリアすることがで

きます。

A

B

1. グリース補充後、針数Cを“0” に変更しないと、エラーコード E220 または E221 が再度表示
されます。E221 が表示された場合、ミシンが動作しませんのでご注意ください。

2. グリースの塗布は必ず電源を切って行ってください。

C
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10. 一時停止の使い方

メモリースイッチ  でパネルの一時停止ボ
タンを選択すると、縫製画面上に一時停止ボタン 

 Aを表示します。縫製中に一時停止ボタン 

 Aを押すと、ミシンを停止させることができ

ます。このとき、エラー画面が表示され、一時停止

ボタン  Aが押されたことを知らせます。

一時停止の外部スイッチを使用する場合
も、同様の操作を行います。

A
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10-1 途中から続けて縫製を行うには

① エラーを解除する

 リセットボタン  Bを押すと、エラーを解除

します。

B

② 糸切りを行う

 糸切りボタン  Cを押して糸切りを行いま

す。

 糸切りを行うと、画面上に、送り後退ボタン 

 D 、送り前進ボタン  E 、原点復帰

ボタン  Fが表示されます。

③ 押えを縫い直し位置に合わせる

 送り後退ボタン  Dを押すと押えが 1 針ず

つ戻り、送り前進ボタン  Eを押すと 1 針

ずつ進みます。縫い直し位置まで押えを移動して

ください。

④ 縫製を再スタートさせる
 ペダルを踏み込むと縫製が再スタートします。

C

D

F

E
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10-2 最初から縫い直すには

① エラーを解除する

 リセットボタン  Bを押すと、エラーを解除

します。

② 糸切りを行う

 糸切りボタン  Cを押して糸切りを行いま

す。

 糸切りを行うと、画面上に、送り後退ボタン 

 D 、送り前進ボタン  E 、原点復帰

ボタン  Fが表示されます。
C

D

F

E

B

③ 原点復帰する

 原点復帰ボタン  Fを押すと、ポップアップ

を閉じ縫製画面を表示し、縫い始め位置へ戻りま

す。

④ 最初から縫製作業をやり直す
 ペダルを踏み込むと縫製が再スタートします。
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11. 下糸を巻くには

右図のように糸を通してください。

① 下糸巻画面を表示する

 データ入力画面（青色）にて糸巻ボタン  A

を押すと、糸巻画面が表示されます。

② 糸巻を開始する
 起動ペダルを踏むとミシンが回転し、下糸巻を始

めます。

③ ミシンを停止する

 停止ボタン  Bを押すとミシンは停止し、通

常モードに戻ります。または、下糸巻中に起動ペ

ダルを再度踏むと糸巻モードのままでミシンが

停止しますので、再度起動ペダルを踏むと下糸巻

を再開します。複数のボビンに糸を巻く場合にご

使用ください。

電源 ON 直後または本体入力からの移行直
後に、糸巻は動作しません。1 度パターン

No. 等を設定し、準備キー  を押して

縫製画面を表示させてから行ってください。

B

A
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② カウンター種別の選択
 本ミシンには、縫製カウンター、枚数カウン

ター、下糸カウンターの 3 種類のカウンター
があります。縫製カウンター種別選択ボタン 

 B 、枚数カウンター種別選択ボタン  

C 、下糸カウンター種別選択ボタン  D

を押して、カウンター種別選択画面を表示さ
せ、それぞれ個別にカウンター種別を設定す
ることができます。

12. カウンターを使うには
12-1 カウンターの設定方法

① カウンター設定画面を表示する

 データ入力画面にて  キーを押すと画面上に

カウンター設定ボタン  Aが表示されます。

 このボタンを押すと、カウンター設定画面が表示

されます。

A

B

C

D
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【 縫製カウンター 】

アップカウンター　：　
1 形状の縫製を行うごとに現在値をカウントアップします。現
在値と設定値が等しくなるとカウントアップ画面を表示します。

ダウンカウンター　：　
1 形状の縫製を行うごとに現在値をカウントダウンします。現
在値が 0 になるとカウントアップ画面を表示します。

カウンター未使用　：　
縫製を行っても縫製カウンターはカウントしません。縫製カウ
ンターのカウントアップ画面は表示されなくなります。

【 枚数カウンター 】

アップカウンター　：　　
1 つの組み合わせ縫いを行うごとに現在値をカウントアップし
ます。現在値と設定値が等しくなるとカウントアップ画面を表
示します。

ダウンカウンター　：　
1 つの組み合わせ縫いを行うごとに現在値をカウントダウンし
ます。現在値が 0 になるとカウントアップ画面を表示します。

カウンター未使用　：　
縫製を行っても枚数カウンターはカウントしません。枚数カウ
ンターのカウントアップ画面は表示されなくなります。

【 下糸カウンター 】

アップカウンター　：　　
10 針の縫製を行うごとに現在値をカウントアップします。現在
値と設定値が等しくなるとカウントアップ画面を表示します。

ダウンカウンター　：　
10 針の縫製を行うごとに現在値をカウントダウンします。現在
値が 0 になるとカウントアップ画面を表示します。

カウンター未使用　：　
縫製を行っても下糸カウンターはカウントしません。下糸カウ
ンターのカウントアップ画面は表示されなくなります。



– 32 –

③ カウンター設定値の変更

 ここで設定値を入力してください。

 設定値に 0 を入力するとカウントアップ画面の表示を行いません。

E

F

G

H

I

J

④ カウンター現在値の変更

 縫製カウンターの場合には、ボタン  E 、枚数カウンターの場合は、ボタン  F 、下糸カウンター

の場合は、ボタン  Gを押すと、設定値入力画面が表示されます。 

 縫製カウンターの場合にはボタン  H 、枚数カウンターの場合はボタン  I 、下糸カウンターの

場合は、ボタン  Jを押すと、現在値入力画面が表示されます。

 ここで現在値を入力してください。
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12-3 縫製中のカウンター値の変更方法

12-2 カウントアップの解除方法

縫製作業中にカウントアップ条件に達すると、カウ
ントアップ画面を表示し、ブザーを鳴らします。ク

リアボタン  Hを押すとカウンターをリセット

し、縫製画面に戻ります。そして、再カウントを開
始します。

①  カウンター値変更画面を表示する
 縫製作業中に間違い等でカウンター値を修正し

たい場合は、縫製画面上のカウンター値変更ボタ

ン  Iを押してください。カウンター値変

更画面が表示されます。

②  カウンターの値を変更する
 テンキー、+・－ボタンJで希望の値を入力して

ください。

③  カウンターの値を確定する

 エンターボタン  Lを押すと、データが確定

します。

 カウンター値をクリアしたい場合はクリアボタ

ン  Kを押してください。

H

I

L

K

J
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13. ユーザーパターンの新規登録を行うには

①  データ入力画面を表示する
 データ入力画面（青色）の場合のみ、パターンの

新規登録が可能になります。縫製画面（緑色）の

場合には、準備キー  を押し、データ入力画

面（青色）を表示してください。

②  ユーザーパターン新規登録画面を呼び出す

 新規登録ボタン  Aを押すとユーザーパター

ン新規登録画面が表示されます。

③  ユーザーパターン No. を入力する
 新規に登録したいユーザーパターン No. をテン

キーBで入力してください。既に登録されている

ユーザーパターン No. を入力した場合、エンター

ボタン  Eを押すと E403 が表示されます

ので、未登録のユーザーパターン No. を選択し

てください。既に登録されているユーザーパター

ン No. への新規登録は禁止しています。

 +・－ボタン  CDで未登録ユーザーパ

ターン No. を検索することもできます。

④  ユーザーパターン No. を確定する

 エンターボタン  Eを押すと、新規登録する

ユーザーパターン No. を確定し、ユーザーパター

ン選択時のデータ入力画面を表示します。

E

D C

A

B
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14. パターンボタンの新規登録を行うには
①  データ入力画面を表示する
 データ入力画面（青色）の場合のみ、パターンボ

タンの新規登録が可能になります。縫製画面（緑

色）の場合には、準備キー  を押し、データ

入力画面（青色）を表示してください。

②  パターンボタン新規登録画面を呼び出す

 新規登録ボタン  Aを押すとパターンボタン

新規登録画面が表示されます。

A

③  パターンボタン No. を入力する
 新規に登録したいパターンボタン No. をテン

キーBで入力してください。既に登録されている

パターンボタン No. を入力した場合は、画面上

部に登録されている縫い形状が表示されますの

で、何も表示されない未登録のパターンボタン

No. を選択してください。既に登録されている

パターンボタン No. への新規登録は禁止してい

ます。

 +・－ボタン  CDで未登録パターンボ

タン No. を検索することもできます。

④  保存するフォルダを選択する
 パターンボタンは 5 つのフォルダのうちの 1 つ

に保存することが可能です。1 つのフォルダに対

して 10 個までパターンボタンを保存することが

できます。保存するフォルダはフォルダ選択ボタ

ンEで選択することができます。既に 10 個のパ

ターンボタンが保存されているフォルダは、表示

されません。

⑤ パターン No. を確定する

 エンターボタン  Fを押すと、新規登録するパターンボタン No. を確定し、パターンボタン選択時
のデータ入力画面を表示します。

F

D C

B

E

※ ユーザーパターンをパターンボタンへ登録する際、ユーザーパターンに登録されているコメントはコピー

されません。

縫製画面が表示されている時に P01 ～ P50 キーを押すと、押えが下降します。指を挟まれないよ
う注意してください。
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15. パターンボタン選択時の液晶表示部
15-1 パターンボタンデータ入力画面

R

V

Q

A B C D E

M

N

O

P

G

S

T

H

F

I

U

J

K

L
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ボタン・表示 内容

A パターンボタンコピーボタン パターンボタンコピー画面が表示されます。

→ "19. パターンボタンをコピーするには " P.47 をご覧ください。

B パターンボタン名称設定ボタン パターンボタン名称入力画面が表示されます。

→ "18. パターンに名称を付けるには " P.46 をご覧ください。

C パターンボタン名称表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている文字を表示します。

D 押え下げボタン 押えを下降し、押え下降画面を表示します。

押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇ボタンを押してください。

E 糸巻ボタン 下糸を巻くことができます。

→ "11. 下糸を巻くには " P.29 をご覧ください。

F パターンボタン No. 選択ボタン ボタン上に現在選択中のパターンボタン No. を表示し、押すとパターンボ

タン No. 選択画面が表示されます。

→ "16. パターンボタン No. 選択を行うには " P.42 をご覧ください。

G 縫い形状 選択中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状を表示します。

H 縫い形状 No. 選択中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状の形状種類、縫い

形状 No. を表示します。縫い形状の種類は下記の 3 つあります。

 ：標準パターン

 ：ユーザーパターン

 ：メディアパターン

I 総針数 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状の総計数を表示し

ます。

J 糸張力表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている糸張力値を表示します。

K X 方向移動量表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている X 方向移動量を表示します。

L Y 方向移動量表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている Y 方向移動量を表示します。

M X 実寸値表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている X 実寸値を表示します。

N X 拡大縮小率表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている X 拡大縮小率を表示します。

O Y 実寸値表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている Y 実寸値を表示します。

P Y 拡大縮小率表示 選択中のパターンボタン No. に登録されている Y 拡大縮小率を表示します。
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ボタン・表示 内容

Q 最高速度制限 選択中のパターンボタン No. に登録されている最高速度制限を表示します。

R パターンボタン編集ボタン パターンボタン編集画面を表示します。

→ "17. パターンボタンの内容を変更するには " P.44 をご覧ください。

S フォルダ番号表示 表示されているパターンボタンが保存されているフォルダNo. を表示します。

T フォルダ選択ボタン パターンボタンの表示フォルダが順番に表示されます。

U 縫い形状選択データ入力画面表示

ボタン

縫い形状データ入力画面を表示します。

→ "3-1 縫い形状データ入力画面 " P.5 をご覧ください。

V パターンボタン Sフォルダ番号に保存されているパターンボタンが表示されます。

→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " P.35 をご覧ください。
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15-2 縫製画面

A D E FC

H

R

I

G

L

M

N

Q

O

P

B

S

V

J

K

T

U
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ボタン・表示 内容

A パターンボタン名称表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている文字を表示します。

B X 拡大縮小率表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている X 方向の拡大縮小率を表示します。

C X 実寸値表示 縫製中のパターンボタンNo. に登録されているX方向の実寸値を表示します。

D 糸つかみボタン 糸つかみの有効／無効を選択します。

 ： 糸つかみ無効

 ： 糸つかみ有効

※ メモリースイッチ  で糸つかみの禁止が設定されている場合、糸

つかみボタンは表示されません。

E 押え下げボタン 押えを下降し、押え下降画面を表示します。

押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇ボタンを押してください。

F 原点復帰ボタン 押えを縫い始めまで戻し、押えを上昇します。

G パターン No. 表示 縫製中のパターンボタン No. を表示します。

H 縫い形状表示 縫製中の縫い形状を表示します。

I 縫い形状 No. 表示 縫製中パターンに登録されている、縫いの種類・縫い形状 No. を表示します。

J Y 実寸値表示 選択中のパターンボタンNo. に登録されているY方向の実寸値を表示します。

K Y 拡大縮小率表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている Y 方向の拡大縮小率を表示します。

L 縫い形状総針数表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状の総針数を表示します。

M 糸張力設定ボタン ボタン上に縫製中のパターンボタン No. に設定されている糸張力値を表示

し、押すと項目データ変更画面が表示されます。

→ "6. 項目データの変更を行うには " P.17 をご覧ください。

N X 方向移動量 縫製中のパターンボタン No. に登録されている X 方向移動量を表示します。
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ボタン・表示 内容
O カウンター値変更ボタン ボタン上に現在のカウンター値を表示します。押すとカウンター値変更画面

が表示されます。

→ "12. カウンターを使うには " P.30 をご覧ください。
P カウンター切り替えボタン 縫製カウンター／枚数カウンターの表示を切り替えることができます。

→ "12. カウンターを使うには " P.30 をご覧ください。
Q ステップ縫いボタン ステップ縫い画面を表示します。パターン形状の確認を行うことができます。

→ "7. パターン形状の確認 " P.19 をご覧ください。

R フォルダ番号表示 表示されているパターン登録ボタンが保存されているフォルダ番号を表示します。

S 速度ボリューム ミシンの縫い速度を変更することができます。

T 最高速度制限表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている最高速度制限を表示します。

U Y 方向移動量表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている Y 方向移動量を表示します。

V パターン登録ボタン Rフォルダ番号に保存されているパターンボタンが表示されます。

→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " P.35 をご覧ください。
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16. パターンボタン No. 選択を行うには
16-1 データ入力画面からの選択

① データ入力画面を表示する
 データ入力画面（青色）の場合に、パターンボタ

ン No. 選択が可能になります。縫製画面（緑色）

の場合には、準備キー  を押し、データ入力

画面を表示してください。

②  パターン No. 選択画面を呼び出す

 パターンボタン No. 選択ボタン  Aを押す

と、パターンボタン No. 選択画面が表示されま

す。画面上部に現在選択されているパターンボタ

ン No. とその内容が表示され、画面下部に登録

されているパターンボタン No. ボタンの一覧が

表示されます。

③  パターンボタン No. を選択する

 上下スクロールボタン  Bを押すと登

録されているパターンボタン No. ボタンCが順

次切り替わります。ボタンには、パターンボタン

No. に入力されている縫製データの内容が表示

されます。ここで選択したいパターンボタン No.  

ボタンCを押してください。

A

F

C

D

E

B

④  パターンボタン No. を確定する

 エンターボタン  Dを押すと、パターンボタ

ン No. 選択画面を閉じ、選択を終了します。

※ 登録されているパターンボタンを削除したい場合には、削除ボタン  Eを押してください。但し、

組み合わせ縫いに登録されているパターンボタンの削除はできません。

※ 表示するパターン No. は、フォルダ選択ボタン  Fを押すと指定されているフォルダ内に保存され

ているパターンボタン No. が一覧表示されます。フォルダ番号が表示されない場合は、登録されている

すべてのパターンボタン No. が表示されます。



– 43 –

16-2 ショートカットボタンによる選択

①  データ入力画面もしくは縫製画面を表示する
 パターンがフォルダに登録されていると、データ

入力画面、縫製画面の画面下側に必ずパターンボ

タンAが表示されます。

②  パターン No. を選択する
 パターンボタンは、パターンを新規作成したとき

に指定したフォルダごとに表示されます。

 フォルダ選択ボタン  Bを押すことで、表示

されるパターンボタンが変更になります。

 縫製したいパターンボタン No. のボタンを表示

し、押してください。押すと、そのパターンボタ

ン No. が選択されます。

1. パターン選択後は必ずパターンの形状を
確認してください。万一押えよりパター
ンがはみ出していると、縫製途中で針が
押えに干渉し、針折れが発生するなど危
険です。

2. 縫製画面が表示されている時に P01 ～
P50 キーを押すと、押えが下降します。
指を挟まれないよう注意してください。

B

A
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17. パターンボタンの内容を変更するには
①  パターンボタン選択時のデータ入力画面を表示する
 パターン選択時のデータ入力画面（青色）の場合のみ、パター

ンの内容を変更することが可能になります。縫製画面（緑色）

の場合には、準備キー  を押し、パターンボタン選択時の

データ入力画面を表示してください。

②  パターンボタンデータ変更画面を表示する。

 パターンボタンデータ変更ボタン  Aを押すとパターンボ

タンデータ変更画面を表示します。

項目 入力範囲 初期値

B   X 方向拡大縮小率 20 〜 200(%) 100

C  Y 方向拡大縮小率 20 〜 200(%) 100

D   糸張力 0 〜 200 50

E   最高速度制限

1900：400 〜 3200 (sti/min) 3200

1901 、1902 : 400 〜 3000 (sti/min) 3000

1903 、1900 倍釜 : 400 〜 2700 (sti/min) 2700

F   X 方向移動量 –20.0 〜 20.0(mm) 0.0

G   Y 方向移動量 –20.0 〜 10.0(mm) 0.0

H   縫い形状 – –

I  フォルダ No. 1 〜 5 –

J  糸つかみ 有り／無し 有り

K 2 段押えストローク高さ 50 〜 90 70

L 最終針位置 X 移動量 － 2.0 〜 2.0 0.0

M 最終針位置 Y 移動量 － 2.0 〜 2.0 0.0

 B 〜 Mは各ボタンを押すと、項目データ入力画面が表示されます。I・Jはボタンを押すと、フォルダ
番号、糸つかみの有り／無しが切り替わります。

※ X 方向の拡大縮小率B 、Y 方向の拡大縮小率Cは、メモリースイッチ  の選択にて、実寸値入力
に変更することが可能です。

※ 最高制限速度Eの最大入力範囲及び初期値は、メモリースイッチ  にて決まります。
※ 糸つかみJは、メモリースイッチ  にて糸つかみ禁止が設定されている場合、ボタンは表示されません。
※ 2 段押え高さストロークKはメモリスイッチ  にて、表示 / 非表示を選択することができます。( 初

期値：非表示 )
 非表示設定選択時は、データ編集画面では非表示。
※ 最終針位置 X 移動量L 、最終針位置 Y 移動量Mはメモリスイッチ  にて、表示 / 非表示を選択す

ることができます。( 初期値：非表示 )
 非表示設定選択時はデータ編集画面では非表示。

A

I

D

F

H J

B

C
E
G

K

M

L

③  変更したい項目データの入力画面を表示する
 変更可能なデータは、下記 12 項目です。
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④  項目データの変更を確定する
 例として、X 拡大縮小率を入力してみます。

 Bを押して、項目データ入力画面を表示

します。

 テンキー、+・－ボタンKで希望の値を入力して

ください。

 エンターボタン  Lを押すと、データが確定

します。

⑤  パターンボタンデータ変更画面を閉じる

 変更が終わりましたら、閉じるボタン  Mを

押してください。パターンボタンデータ変更画面

を閉じ、データ入力画面に戻ります。

※  同様の操作で他の項目データの変更を行うこと

ができます。

K

L

M
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18. パターンに名称を付けるには

パターンボタン、ユーザーパターン、メディアパター
ン、組み合わせ縫いには、パターン名称を入力する
ことができます。パターンボタン、組み合わせ縫い
は最大 14 文字まで、ユーザーパターン、メディア
パターンは最大 255 文字までの入力が可能です。

①  文字入力画面を呼び出す

 文字入力ボタン  Aを押すと、文字入力画面

が表示されます。

C D E

A

F

B

②  文字を入力する
 入力したい文字ボタンBを押すことで、文字の入

力ができます。カーソルは、カーソル左移動ボタ

ン  C 、カーソル右移動ボタン  Dで

移動することができます。入力した文字を削除し

たい場合には、削除したい文字位置にカーソルを

合わせ、削除ボタン  Eを押してください。

③  文字入力を終了する

 エンターボタン  Fを押すと、文字入力を終

了します。終了後、画面上部に入力した文字が表

示されます。



– 47 –

19. パターンボタンをコピーするには

すでに登録されているパターンボタン No. の縫製
データを、未登録のパターンボタン No. にコピーす
ることができます。
パターンボタンの上書きコピーは禁止していますの
で、上書きしたい場合は、一度パターンボタンを消
去してから行ってください。
→ "16. パターンボタン No. 選択を行うには " 

P.42 をご覧ください。

①  データ入力画面を表示する
 パターンボタン選択時のデータ入力画面（青色）

の場合のみ、コピーが可能になります。縫製画面

（緑色）の場合には、準備キー  を押し、デー

タ入力画面（青色）を表示してください。

②  パターンコピー画面を呼び出す

 パターンボタンコピーボタン  Aを押すとパ

ターンボタンコピー（コピー元選択）画面が表示

されます。

③  コピー元のパターン No. を選択する
 コピー元のパターンボタン No. をパターンボタ

ン一覧ボタンBから選択してください。

 次にコピー先入力ボタン  Cを押すとコピー

先入力画面が表示されます。

A

B

C
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④  コピー先のパターン No. を入力する
 コピー先のパターンボタン No. をテンキーDで

入力してください。+・－ボタン  EF

で未使用のパターンボタン No. を検索すること

もできます。

 また、フォルダ選択ボタン  Gで保存する

フォルダを選択することもできます。

⑤  コピーを開始する

 エンターボタン  Hを押すとコピーを開始

します。約 2 秒後コピーされたパターンボタン

No. が選択された状態でパターンボタンコピー

（コピー元選択）画面に戻ります。

※  組み合わせデータも同様な方法でコピーするこ

とができます。

H

F E

D

G
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20. 縫いモードを変更するには

①  縫いモードを選択する

 パターンが登録されている状態で、  キーを

押すと画面上に縫いモード選択ボタン  Aが

表示されます。このボタンを押すと、縫いモード

が単独縫いと組み合わせ縫いとで交互に切り替

わります。

※  縫いモード選択ボタンは、現在選択されている縫

いモードによってボタンのイメージが異なりま

す。

単独縫い選択時 ： 

組み合わせ（コンビネーション）縫い選択時 ： 

※  パターンボタンを 1 つも登録していない場合、

単独縫いモードから組み合わせ縫いモードへ切

り替えることができません。

A
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21. 組み合わせ縫い（コンビネーション）時の液晶表示部

本ミシンは、複数のパターンデータを組み合わせて順次縫製可能です。
最大 99 パターンまで入力できますので縫製品に複数の異なる形状を縫製するときにご使用ください。また
組み合わせ縫いデータは最大 99 個まで登録可能です。必要に応じて、新規作成・コピーして使用してくだ
さい。
→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " P.35 、"19. パターンボタンをコピーするには " 

P.47 をご覧ください。

21-1 データ入力画面

J

B C D E FA

H

I

G
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ボタン・表示 内容

A 組み合わせデータ新規登録ボタン 組み合わせデータ No. 新規登録画面が表示されます。

→ "14. パターンボタンの新規登録を行うには " P.35 をご覧ください。

B 組み合わせデータコピーボタン 組み合わせパターン No. コピー画面が表示されます。

→ "19. パターンボタンをコピーするには " P.47 をご覧ください。

C 組み合わせデータ名称入力ボタン 組み合わせデータ名称入力画面が表示されます。

→ "18. パターンに名称を付けるには " P.46 をご覧ください。

D 組み合わせデータ名称表示 選択中の組み合わせデータに入力されている名称を表示します。

E 押え下げボタン 押えを下降し、押え下降画面を表示します。

押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇ボタンを押して

ください。

F 糸巻き 下糸を巻くことができます。

→ "11. 下糸を巻くには " P.29 をご覧ください。

G 組み合わせデータ No. 選択ボタ

ン

ボタンに選択中の組み合わせデータ No. を表示し、押すと組み合わせデー

タ No. 選択画面が表示されます。

H 縫製順表示 入力されているパターンデータの縫製順を表示します。縫製画面に切り替え

た場合に、最初に縫製するパターンを青色で表示しています。

I パターン選択ボタン ボタン上には、H縫製順に登録されているパターン No. 、縫い形状、針数

等が表示されます。押すとパターン No. 選択画面が表示されます。

J 次ページ表示ボタン 組み合わせデータに登録されているパターンが 6 個以上になると、表示さ

れます。7 個目以降の登録を次ページで行うことが可能です。

※ H 、Iの表示とボタンは、入力されているパターンの数だけ表示されます。
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21-2 縫製画面

BA C D

S

U

W

T

Q

R

V

E

O

J

H

I

P

M
N

K

F

X

G

L
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ボタン・表示 内容

A 組み合わせデータ名称表示 選択中の組み合わせデータに入力されている名称を表示します。

B 糸つかみボタン 糸つかみの有効／無効を選択します。

：糸つかみ無効

：糸つかみ有効

※ メモリースイッチ  で糸つかみの禁止が設定されている場合、糸

つかみボタンは表示されません。

C 押え下げボタン 押えを下降し、押え下降画面を表示します。

押えを上昇させるには、押え下降画面に表示される押え上昇ボタンを押して

ください。

D 原点復帰ボタン 押えを縫い始めまで戻し、押えを上昇します。

E 組み合わせデータ No. 表示 選択中の組み合わせデータ No. を表示します。

F パターンボタン No. 表示 縫製中のパターンボタン No. を表示します。

G 縫い形状表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状を表示します。

H 縫製順戻しボタン 縫製するパターンを 1 つ前に戻すことができます。

I 縫製順表示 現在縫製中の縫製順番を表示します。

J 縫製順進むボタン 縫製するパターンを 1 つ進めることができます。

K 登録総数表示 選択中の組み合わせ No. に登録されているパターンボタン No. の総数を表

示します。

L 総針数表示 縫製中の縫い形状の総針数を表示します。

M 糸張力表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている糸張力値を表示します。

N X 方向移動量表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている X 方向移動量を表示します。

O カウンター値変更ボタン ボタン上に現在のカウンター値を表示します。押すとカウンター値変更画面

が表示されます。

→ "12. カウンターを使うには " P.30 をご覧ください。

P カウンター切り替えボタン 縫製カウンター／枚数カウンターの表示を切り替えることができます。

→ "12. カウンターを使うには " P.30 をご覧ください。
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ボタン・表示 内容

Q X 実寸値表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状の X 方向の実寸値

を表示します。

R X 拡大縮小率表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状の X 方向の拡大縮

小率を表示します。

S 速度ボリューム ミシンの縫い速度を変更することができます。

T Ｙ実寸値表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状のＹ方向の実寸値

を表示します。

U Ｙ拡大縮小率表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている縫い形状のＹ方向の拡大縮

小率を表示します。

V 最高速度制限表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されている最高速度制限を表示します。

W Ｙ方向移動量表示 縫製中のパターンボタン No. に登録されているＹ方向移動量を表示します。

X ステップ縫いボタン ステップ縫い画面を表示します。パターン形状の確認を行うことができます。

→ "7. パターン形状の確認 " P.19 をご覧ください。
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22. 組み合わせ縫いを行うには

まず、設定を行う前に縫いモードを組み合わせ縫いに変更してください。
→ "20. 縫いモードを変更するには " P.49 をご覧ください。

22-1 組み合わせデータの作成方法

① データ入力画面を表示する
 データ入力画面（ピンク色）の場合のみ、組み合

わせデータの入力が可能となります。縫製画面

（緑色）の場合には、 準備キー  を押し、デー

タ入力画面（ピンク色）を表示してください。

 初期状態では、パターン No. が登録されていな

いため、1 番目のパターン選択ボタンが空白の状

態で表示されています。

② パターン No. 選択画面を表示する

 パターン選択ボタン 　　  Aを押すと、パターン

No. 選択画面が表示されます。

A

D

BC

③ パターン No. を選択する

 上下スクロールボタン  Bを押すと登

録されているパターン No. ボタンCが順次切り

替わります。ボタンには、パターンデータの内容

が表示されています。ここで選択したいパターン

No. ボタンを押してください。

④ パターン No. を確定する

 エンターボタン  Dを押すと、パターン No. 

選択画面を閉じ、選択を終了します。
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⑤ ②～④を登録したい個数分繰り返す
 1 番目の登録が確定すると、2 番目のパターン選

択ボタン  Eが表示されます。

 ②〜④を登録したい個数分繰り返してください。

22-2 組み合わせデータの選択

① データ入力画面を表示する
 データ入力画面（ピンク色）の場合のみ、組み合

わせデータ No. の選択が可能になります。縫製

画面（緑色）の場合には、準備キー  を押し、

データ入力画面（ピンク色）を表示してください。

② 組み合わせデータ No. 選択画面を呼び出す

 組み合わせデータ No. 選択ボタン  Aを押

すと、組み合わせデータ No. 選択画面が表示さ

れます。画面上部に現在選択されている組み合わ

せデータ No. とその内容が表示され、画面下部

に登録されている他の組み合わせデータ No. ボ

タンが表示されます。

A

E
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③ 組み合わせデータ No. を選択する

 上下スクロールボタン  Bを押すと登

録されている組み合わせデータ No. ボタンCが

順次切り替わります。ボタンには、組み合わせ

データの内容が表示されます。ここで選択したい

組み合わせデータボタンCを押してください。

 ステップ確認ボタン  Eを押すと組み

合わせデータに登録されているパターンの縫い

形状などが順次入れ替わり表示されます。

④ 組み合わせデータ No. を確定する

 エンターボタン  Dを押すと、組み合わせ

データ No. 選択画面を閉じ、選択を終了します。

D

B

E

C

22-3 組み合わせデータの削除方法

① 組み合わせデータ No. を選択する
 "22-2 組み合わせデータの選択 " P.56 の①

〜③を行い、削除する組み合わせデータを表示し

てください。

② 組み合わせデータを削除する

 データ削除ボタン  Aを押すと、組み合わせ

データ削除確認画面が表示されます。ここでエン

ターボタン  Bを押すと、選択した組み合わ

せデータが削除されます。 A

B
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22-4 組み合わせデータステップの削除方法

① 組み合わせデータ No. を選択する
 "22-2 組み合わせデータの選択 " P.56 の①

〜③を行い、削除したいステップを含む組み合わ

せデータが選択された状態にしてください。

② パターン No. 選択画面を表示する
 削除したいステップのパターン選択ボタン 

 Aを押すと、パターン No. 選択画面が表

示されます。

A

B

C

③  選択した組み合わせデータのステップを削除する

 データステップ削除ボタン  Bを押すと、組

み合わせデータステップ削除確認画面が表示さ

れます。

 エンターボタン  Cを押すと、選択した組み

合わせデータからステップが削除され、データ入

力画面（ピンク色）に戻ります。
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23. メモリースイッチデータを変更するには
23-1 メモリースイッチデータの変更方法
23-1-1 レベル 1

① メモリースイッチデータ一覧画面を表示する

  キーを押すと画面上にメモリースイッチボ

タン 1 Aが表示されます。このボタンを押すと、

レベル 1 のメモリースイッチデータ一覧画面が

表示されます。

② 変更したいメモリースイッチボタンを選択する

 上下スクロールボタン  Cを押して、

変更したいデータ項目Bを選択してください。

③ メモリースイッチデータを変更する
 メモリースイッチデータは、数字を変更するデー

タ項目とピクトを選択する項目があります。
C

A

B
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数字を変更するデータ項目には  のような

ピンク色の No. がつけられており、変更画面に

表示される +・－ボタン  Dによって

設定値を変更することができます。

D

ピクトを選択するデータ項目には  のよう

な青色の No. がつけられており、変更する画面

に表示されるピクトを選択することができます。

→ メモリースイッチデータの詳細は "23-2 メ
モリスイッチデータ一覧 " P.62 をご覧く

ださい。
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23-1-2 レベル 2

① メモリースイッチデータ一覧画面を表示する

  キーを 6 秒間長押しすると画面上にメモ

リースイッチボタン 2 Aが表示されます。この

ボタンを押すと、レベル 2 のメモリースイッチ

データ一覧画面が表示されます。

② メモリースイッチデータを変更する
 レベル 1 の時と同様に、②と③の操作を行うこ

とでメモリースイッチデータの変更を行うこと

ができます。
A
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23-2 メモリスイッチデータ一覧
メモリスイッチデータは、ミシンが共通に持つ動作データであり、すべての縫製パターンに共通で作用する
データです。ただし、LK-1903B 及び LK-1900BWS（倍釜仕様）の最高速度制限は 2700sti/min と
なります。

23-2-1 レベル 1

No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

縫いの最高スピード 400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

1 針目の縫い速度
糸つかみ有りの場合

400 〜 1500 100sti/min 1500sti/min

2 針目の縫い速度
糸つかみ有りの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

3 針目の縫い速度
糸つかみ有りの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

4 針目の縫い速度
糸つかみ有りの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

5 針目の縫い速度
糸つかみ有りの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

1 針目の糸張力
糸つかみ有りの場合

0 〜 200 1 200

糸切り時の糸張力設定 0 〜 200 1 0

糸切り時の糸張力切り替えタイミング –6 〜 4 1 0

1 針目の縫い速度
糸つかみ無しの場合

400 〜 1500 100sti/min 400sti/min

2 針目の縫い速度
糸つかみ無しの場合

400 〜 3200 100sti/min 900sti/min

3 針目の縫い速度
糸つかみ無しの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

4 針目の縫い速度
糸つかみ無しの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

5 針目の縫い速度
糸つかみ無しの場合

400 〜 3200 100sti/min 3200sti/min

1 針目の糸張力
糸つかみ無しの場合

0 〜 200 1 0

縫い始め時の糸張力切り替えタイミング
糸つかみ無しの場合

–5 〜 2 1 –5
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

押えペダル選択

 ： 標準ペダル

 ： 標準ペダル（2 段ストローク）

 ： オプションペダル

 ： オプションペダル（2 段ストローク）

― ―

LK-1903B/
BR35 の場

合、初期値は

スタートペダル選択

 ： 標準ペダル

 ： オプションペダル

― ―

LK-1903B/
BR35 の場

合、初期値は

オプションペダル 1 動作

 ： 踏み直しでオフします

 ： 放すとオフします

― ― 

LK-1903B/
BR35 の場

合、初期値は

オプションペダル 2 動作

 ： 踏み直しでオフします

 ： 放すとオフします

― ― 

2 段ストローク時の押え高さ 50 〜 90 1 70

パターンの拡大縮小基準点選択

 ： 原点

 ： 縫い始め点

― ― 

パネルボタン（一時停止ボタン）でミシン動作を停止するこ
とができます

 ： 無効

 ： パネル一時停止ボタン

 ： 外部スイッチ

― ―
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

ブザー音を禁止することができます

 ： ブザー音無し

 ： パネル操作音

 ： パネル操作音＋エラー音

― ― 

糸つかみの放す針数を設定します 1 〜 20 1 2

糸つかみのつかむタイミングを遅くすること
ができます

–10 〜 4 1 0

上糸つかみ制御を禁止することができます

 ： 通常

 ： 禁止

― ― 

LK-1903
の場合、初

期値は

送り動作タイミングを選択します
糸締まりが悪い場合 – 方向に設定します

–8 〜 16 1 12

縫製終了後の押え状態を選択します

 ： 縫い始め移動後、押え上昇

 ： 縫い終わりで即上昇

 ： 縫い始め移動後、ペダル操作で上昇

― ― 

縫製終了後に毎回原点検索させることができます
（サイクル縫い以外）

 ： 原点検索なし

 ： 原点検索有り

― ―

サイクル縫いでの原点検索を設定することができます

 ： 原点検索なし

 ： 1 パターン終了毎

 ： 1 サイクル終了毎

― ― 
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

途中停止命令で停止した時の押えの状態を選択できます

 ： 押え上昇

 ： 押えスイッチで上昇

 ： 押え上昇禁止

― ― 

針停止位置を設定します

 ： 上位置

 ： 上死点

― ― 

糸切りを禁止することができます

 ： 通常

 ： 糸切り禁止

― ―

原点復帰ボタンによる原点復帰の経路を選択できます

 ： 直線復帰

 ： パターン逆戻し

― ―

糸巻速度を設定できます 800 〜 2000 100sti/min 1600sti/
min

布寄せの動作タイミングを選択できます

 ： 出力禁止

 ： 押え下降時動作

 ： スタート時動作

※ LK-1901 以外は表示されません

― ― 

ワイパーの動作方法を選択できます

： 押え上昇と連動して動作

： 押え下降のままで動作

                   （最終糸切りで戻らない）

： 押え下降のままで動作
                    （最終糸切りで戻る）

： マグネット式ワイパー

― ― 

LK-1903B/
BR35 の場

合、初期値は
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

ボタン付けの縫い始めの止め縫いを禁止できます

 ： 止め縫い有効

 ： 止め縫い無効

※ LK-1903B 以外は表示されません

― ― 

縫い形状サイズ変更単位の選択ができます

 ： ％入力

 ： 実寸入力

― ― 

原点位置が 5mm 手前になります
LK-1904 の押えとパターンを使用するときに設定が必要です。

 ： 標準

 ： 手前

― ― 

2 段ストローク高さの共通・個別を選択します

 ： 共通

 ： 個別（ダイレクトパターンごと設定可能）

― ― 

最終針位置移動の表示・非表示を設定できます

 ： 非表示

 ： 表示

― ― 

ファン動作を設定できます

 ： 省エネモード

 ： 常時動作

― ― 

エアー圧力検出有無を選択します

 ： エアー圧検出なし

 ： エアー圧検出あり

※ LK-1900BB・1903BB のみ表示します

― ― 

糸くず保持位置補正
糸つかみ位置から糸放し / 糸くず保持位置ま
での移動開始タイミングを変更できます
※ LK-1900BB・1903BB のみ表示します

－ 10 〜 10
（4°単位で、
－344°〜64°）

0
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

糸くず吸引オン時間
糸くず吸引ノズル / 糸くず吸引オンからオフ
までの時間
※ LK-1900BB・1903BB のみ表示します

LK-1900BB：
110 〜

3000ms
LK-1903BB：

140 〜
3000ms

10ms LK-1900BB：
110 

LK-1903BB：
140

糸くず吸引ノズルオン時間
糸くず吸引ノズルオンからオフまでの時間
※ LK-1900BB・1903BB のみ表示します

110 〜
1000

10ms 110

糸くず開放針数
縫い始めの糸を切断してから開放するまでの
時間
※ LK-1900BB・1903BB のみ表示します

0 〜 999 針 1 針 LK-1900BB：
5

LK-1903BB：
0

鳥の巣吸引時間
鳥の巣を吸引する時間
※ LK-1900BB・1903BB のみ表示します

100 〜
1000ms

10ms 100

鳥の巣吸引までの休止時間
残短糸切り吸引してから、鳥の巣吸引までの
時間
※ LK-1903BB のみ表示します

80 〜
500ms

10ms 80

言語選択
パネルに表示する言語を選択します。

― ― 未選択

日本語 英語 中国語 ( 繁体 ) 中国語 ( 簡体 )

スペイン語 イタリア語 フランス語 ドイツ語

ポルトガル語 トルコ語 ベトナム語 韓国語

インドネシア語 ロシア語

グリースアップエラークリア
グリースアップ針数のクリアを行います。
→ "9. グリースアップエラーの解除を行うには " 

P.25 をご覧ください。
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23-2-2 レベル 2

No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

標準ペダルの押えスイッチ位置を設定します 10 〜 250 1 90

標準ペダルの 2 段ストロークスイッチ位置を
設定します

10 〜 250 1 150

標準ペダルのスタートスイッチ位置を設定し
ます

10 〜 250 1 230

モーター押え下降駆動速度 100 〜
4000pps

10pps 4000pps

モーター押え上昇駆動速度 100 〜
4000pps

10pps 1500pps

糸切り駆動速度（＋押え上昇） 100 〜
4000pps

10pps 3000pps

縫い終りの押え上昇動作を設定することができます

 ： 通常

 ： 押え上げ禁止

― ― 

糸切り速度

 ： 400sti/min

 ： 800sti/min

― ― 

糸切り空送り制御有効無効選択

 ： 無効

 ： 有効

― ― 

糸切り空送り制御時針穴ガイド径 1.6〜4.0mm 0.2mm 1.6mm

糸切り装置制御の禁止選択

 ： 通常

 ： 禁止

― ― 

マグネットワイパー・オン出力時間 10〜500ms 10ms 50ms

マグネットワイパー・オフ遅延時間 10〜500ms 10ms 100ms
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

上死点停止時のワイパー出力タイミング選択

 ： 上位置

 ： 上死点位置

― ― 

移動限界範囲＋ X 方向 － 20 〜
20mm

1mm 20mm

移動限界範囲－ X 方向 － 20 〜
20mm

1mm － 20mm

移動限界範囲＋ Y 方向 － 20 〜
10mm

1mm 10mm

移動限界範囲－ Y 方向 － 20 〜
10mm

1mm － 20mm
LK-1901/

LK-1903 の
場合、初期値
は－ 10mm

XY 空送り速度を設定します 100 〜
4000pps

10pps 2000pps

XY 送り前進／後退速度を設定します 100 〜
4000pps

10pps 500pps

電源投入時自動準備動作有効無効選択

 ： 無効

 ： 有効

― ―

針棒停止ホールディングモード有効無効選択

 ： 無効

 ： 有効

― ― 

押え連動ワイパー動作パルス数 30 〜 60 1 45

糸張力設定時の糸張力出力時間を設定できます

   

0 〜 20sec
(0 : 糸張力出

力無し )

1sec 0sec

形状確認時、針棒下降状態での送り前進機能の無効・有効

 ： 無効

 ： 有効

― ― 
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

形状確認時、プ－リーでの送り前進機能の無効・有効

 ： 無効

 ： 有効

― ― 

糸つかみ待機位置戻り選択

 ：通常

 ：縫い終わり時退避位置、
　　　　　　  押えスイッチで待機位置移動
※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示します

糸切り残短オン遅延時間
糸くず吸引ノズル / 糸くず吸引オンから
糸切残短オンまでの時間

0 ～
1000ms

10 10

※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示

糸切り残短オン時間
糸切り残短オンからオフまでの時間
※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示

0 ～
1000ms

10 50

糸切残短押え上げ遅延時間
糸切残短オンから押え上げ開始までの時間
※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示

0 ～
1000ms

10 50

残短糸切り生地送り　Y 移動量
残短糸切り前の最終針からの Y 移動量
※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示

－ 3.0 ～ 3.0 0.1 LK-1900BB
の場合：0.6
LK-1903BB
の場合：0.9

残短糸切り生地送り　X 移動量
残短糸切り前の最終針からの X 移動量
※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示

－ 3.0 ～ 3.0 0.1 LK-1900BB
の場合：0.6
LK-1903BB
の場合：0

逆転時の押えワイパ駆動パルス数量
1 パターン中　偶数回目の糸切時のワイパー
動作調整

－ 20 ～ 20 1 7

2 つ穴縦・3 つ穴ボタン パターン使用選択

 ： 使用禁止   

 ： 使用許可

※ LK-1903BBS・1900BB のみ表示

― ― 

頭部安全スイッチ入力の禁止選択

 ： 通常

 ： 禁止

― ― 
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No. 項目 設定範囲 編集単位 初期表示

機種分類
 0： LK-1900BSS
 1： LK-1900BHS
 2： LK-1900BFS
 3： LK-1900BMS
 4： LK-1901BSS
 5： LK-1902BSS
 6： LK-1902BHS
 7： LK-1903BSS-301
 8： LK-1903BSS-302
 9： LK-1903BSS-311/BR35
 10： LK-1903BSS-312/BR35
 11：  LK-1900BWS
 12： LK-1900BBS
 13： LK-1900BBF
 14： LK-1903BBS301
 15： LK-1903BBS302

0 〜 15 1 機種により左
記設定値
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24. エラーコード一覧

エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E001 データを初期化しました
（メイン CPU の
EEPROM）

電源 OFF

E007 マシンロック
何らかのトラブルのため
ミシン主軸が回りません

電源 OFF

E008 頭部コネクタ異常
頭部のメモリーが読み取
れない

電源 OFF

E010 パターンＮｏエラー
バックアップされたパ
ターン No. がデータＲＯ
Ｍに登録されていないか、
読み出し不可の設定がさ
れた

リセット後再入力
可能

前画面

E011 外部メディア未挿入
外部メディアが挿入され
ていない

リセット後再入力
可能

前画面

E012 リードエラー
外部メディアからのデー
タリードができない

リセット後、再起
動可能

前画面

E013 ライトエラー
外部メディアからのデー
タライトができない

リセット後、再起
動可能

前画面

E015 フォーマットエラー
フォーマットができない

リセット後、再起
動可能

前画面

E016 外部メディア容量オー
バー
外部メディアの容量が足
りない

リセット後、再起
動可能

前画面
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E017 ミシンメモリー容量オー
バー
ミシンメモリーの容量が
足りない

リセット後、再起
動可能

前画面

E019 ファイルサイズオーバー
ファイルが大きすぎる

リセット後、再起
動可能

前画面

E024 パターンデータサイズ
オーバー
メモリーサイズがオー
バーしている

リセット後、再起
動可能

データ
入力画
面

E027 リードエラー
サーバーからのデータ
リードができない

リセット後、再起
動可能

前画面

E028 ライトエラー
サーバーからのデータラ
イトができない

リセット後、再起
動可能

前画面

E029 メディアスロットの蓋が
開いている

リセット後、再起
動可能

前画面

E030 針棒位置エラー
針棒が所定の位置に無い
手元プーリーを回して、針
棒を所定の位置へ戻して
ください

手元プーリーを回
して、針棒を所定
の位置へ戻してく
ださい

前画面

E031 エアー圧低下
エアーの圧力が低下してい
る

エアーを供給し、リ
セット後再起動可能

データ 
入力画面

E032 ファイル互換性エラー
ファイルが読めない

リセット後、再起
動可能

データ
入力画
面

E040 縫製エリアオーバー リセット後、再起
動可能

縫製画
面
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E043 最大ピッチオーバーエ
ラー
縫いピッチが 10 ｍｍを
越えています

リセット後、再起
動可能

データ
入力画
面

E045 パターンデータエラー リセット後、再起
動可能

データ
入力画
面

E050 停止スイッチ
ミシン起動中に停止ス
イッチが押されたとき

リセット後、再起
動可能

ステッ
プ画面

E061 メモリスイッチデータエ
ラー
メモリースイッチデータ
が壊れているか、リビジョ
ンが古いとき

電源 OFF

E204 USB 接続エラー
USB 機器が接続されてい
て 10 以上縫製されたとき

リセット後、再起
動可能

縫製画
面

E220 グリースアップ警告
10,000 万針動作したと
き

リセット後、再起
動可能

データ
入力画
面

E221 グリースアップエラー
12,000 万針動作したと
き縫製不可の状態になり
ます
メモリースイッチ  
でクリアすることが可能
です
→ "9. グリースアップエ

ラーの解除を行うには " 
P.25 をご覧ください

リセット後、再起
動可能

データ
入力画
面

E302 頭部倒し確認
頭部倒れセンサーが OFF
しているとき

リセット後、再起
動可能

前画面

E303 Ｚ相検出エラー
ミシンの上死点検出がで
きません

電源 OFF
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E305 糸切りメス位置エラー
糸切りメスが正規位置に
ありません

電源 OFF

E396 残短糸切りシリンダエラー
残短糸切りシリンダが動
きません

電源スイッチをOFFし、
エアー圧力、残短糸切
りシリンダセンサー、
MAIN 基板 CN53 に抜
け、ゆるみがないかを
確認してください

E397 吸引ノズルシリンダエラー
吸引ノズルシリンダが動
きません

電源スイッチをOFFし、
エアー圧力、吸引ノズ
ルシリンダセンサー、
MAIN 基板 CN54 に抜
け、ゆるみがないかを
確認してください

E398 残短糸切りシリンダセン
サーエラー
残短糸切りシリンダセン
サーが検知していません

電源スイッチをOFFし、
エアー圧力、残短糸切
りシリンダセンサー、
MAIN 基板 CN53 に抜
け、ゆるみがないかを
確認してください

E399 吸引ノズルシリンダセン
サーエラー
吸引ノズルシリンダセン
サーが検知していません

電源スイッチをOFFし、
エアー圧力、吸引ノズ
ルシリンダセンサー、
MAIN 基板 CN54 に抜
け、ゆるみがないかを
確認してください

E401 コピー不可エラー
既にパターンが登録され
ているため、コピーできま
せん

リセット後、再起
動可能

前画面

E402 パターンボタン削除不可
エラー
サイクルデータに使用し
ているため、削除できませ
ん

リセット後、再起
動可能

前画面

E403 新規作成不可エラー
既にパターンが登録され
ているため、新規作成でき
ません

リセット後、再起
動可能

前画面

E404 パターン No. 選択不可エ
ラー
選択されたパターン No. 
は見つかりません

リセット後、再起
動可能

前画面
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E405 パターン削除エラー
パターンボタンに使用し
ているため、削除できませ
ん

リセット後、再起
動可能

前画面

E435 設定値が範囲を超えてい
ます

リセット後、再起
動可能

前画面

E703 パネルが想定外のミシン
に接続された（機種エ
ラー）
初期通信において、システ
ムの機種コードが合って
いないとき

通信スイッチ押下
後、プログラム書
き換え可能

通信画
面

E704 システムのバージョン不
一致
初期通信において、システ
ムソフトのバージョンが
合っていないとき

通信スイッチ押下
後、プログラム書
き換え可能

通信画
面

E730 主軸モーターエンコー
ダー　不良・欠相
ミシンモーターのエン
コーダーが異常のとき

電源 OFF

E731 主軸モーターホールセン
サー不良・位置センサー不
良
ミシンモーターのホール
センサー、または位置セン
サーが不良のとき

電源 OFF

E733 主軸モーター逆回転
ミシンモーターが逆に回
転したとき

電源 OFF

E811 過電圧
入力電源が規定値以上に
なったとき

電源 OFF

E813 低電圧
入力電源が規定値以下に
なったとき

電源 OFF
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E901 主軸モーター IPM 異常
サーボコントロール基板
の IPM が異常のとき

電源 OFF

E903 パルスモーター電源異常
サーボコントロール基板
のパルスモーター電源が
± 15％以上変動している
とき

電源 OFF

E904 ソレノイド電源異常
サーボコントロール基板
のソレノイド電源が±
15％以上変動していると
き

電源 OFF

E905 サーボコントロール基板
用ヒートシンク温度異常
サーボコントロール基板
のオーバーヒート時間を
おいてから再度電源ＯＮ
してください

電源 OFF

E907 X 送りモーター原点検索エ
ラー
原点検索動作時に原点セ
ンサー信号が入力されな
いとき

電源 OFF

E908 Y 送りモーター原点検索エ
ラー
原点検索動作時に原点セ
ンサー信号が入力されな
いとき

電源 OFF

E910 押えモーター原点検索エ
ラー
原点検索動作時に原点セ
ンサー信号が入力されな
いとき

電源 OFF

E913 糸つかみ原点検索エラー
原点検索動作時に原点セ
ンサー信号が入力されな
いとき

電源 OFF

E914 送り不良エラー
送りと主軸のタイミング
ずれが発生

電源 OFF
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E915 操作パネル⇔メインＣＰ
Ｕ間通信異常
データ通信に異常が発生
したとき

電源 OFF

E916 メインＣＰＵ⇔主軸ＣＰ
Ｕ間通信異常
データ通信に異常が発生
したとき

電源 OFF

E917 操作パネル⇔パソコン間
通信不可
データ通信に異常が発生
したとき

リセット後、再起
動可能

E918 メイン基板のオーバー
ヒート
時間をおいてから再度電
源 ON してください

電源 OFF

E926 X モーター位置ずれエラー 電源 OFF 1. ステッ
プ画面

2. 縫製 
画面

3. ーーー

E927 Y モーター位置ずれエラー 電源 OFF 1. ステッ
プ画面

2. 縫製 
画面

3. ーーー

E929 糸つかみモーター位置ず
れエラー

電源 OFF

E931 X モーター過負荷エラー 電源 OFF

E932 Y モーター過負荷エラー 電源 OFF

E934 糸つかみモーター過負荷
エラー

電源 OFF
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エラーコード 表示 エラー内容 表示メッセージ 復帰方法 復帰場所

E943 メインコントロール基板
の不良
メインコントロール基板
へのデータ読み書きがで
きないとき

電源 OFF

E946 頭部中継基板書込み不良
頭部中継基板へのデータ
読み書きができないとき

電源 OFF
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25. メッセージ一覧

メッセージ No. 表示 表示メッセージ 内容

M520 ユーザーパターンの消去確認
消去します。よろしいですか？

M521 パターンボタンの消去確認
消去します。よろしいですか？

M522 サイクルパターンの消去確認
消去します。よろしいですか？

M523 バックアップデータの消去確認
パターンデータが保存されていません。消去して
もよろしいですか？

M528 ユーザーパターンの上書き確認
上書きします。よろしいですか？

M529 メディアの上書き確認
上書きします。よろしいですか？

M530 パネルのベクトルデータ / 縫製標準フォーマット
データ
上書きします。よろしいですか？

M531 メディアデータのベクトルデータ / 縫製標準
フォーマットデータ
上書きします。よろしいですか？

M532 PC 上のベクトルデータ / 縫製標準フォーマット
データ
上書きします。よろしいですか？
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メッセージ No. 表示 表示メッセージ 内容

M534 メディアの調整データ・オールミシンデータの上
書き確認
上書きします。よろしいですか？

M535 PC の調整データ・オールミシンデータの上書き
確認
上書きします。よろしいですか？

M537 糸張力コマンドの削除確認
削除します。よろしいですか？

M542 フォーマット確認
フォーマットします。よろしいですか？

M544 パネルに対応するデータがない
データがありません。

M545 メディアに対応するデータがない
データがありません。

M546 PC に対応するデータがない
データがありません。

M547 パターンデータの上書き禁止
データが存在するため、上書きできません。

M548 メディアデータの上書き禁止
データが存在するため、上書きできません。

M549 PC 上のデータの上書き禁止
データが存在するため、上書きできません。
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メッセージ No. 表示 表示メッセージ 内容

M653 フォーマット中
フォーマットしています。

M669 データ読み込み中
データを読み込んでいます。

M670 データ書き込み中
データを書き込んでいます。

M671 データ変換中
データを変換しています。
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26. 通信機能を使用するには

通信機能は、他のミシンで作成した縫製データや縫製データ作成・編集装置 PM-1 で作成した縫製データ
をミシンへダウンロードすることができます。また、メディアへ上記データをアップロードすることができ
ます。
通信する媒体として、メディアと USB ポートをご用意しています。

26-1 取り扱い可能なデータについて

×××：ファイル No. 

取り扱い可能な縫製データの形式は下記の通りです。

データ名 拡張子 データ内容

ベクトル形式データ VD00 ××× .VDT PM-1 で作成された針落ち点のデータであ
り、JUKI のミシン間で共通に運用できる
データ形式
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上記のディレクトリに保存していないデータは読み込みませんので、ご注意ください。

メディアドライブ

SD00  . DAT

SD00  . DAT

VD00  . VDT

VD00  . VDTベクトル形式データを保存

VDATA

SDATA

1) コンパクトフラッシュ (TM) のラベル面を手前に

向け、( 縁の切り欠きを奥にして ) 小さな穴のあ

る方を奥にして挿入してください。

2) メディアのセット終了後、カバーを閉めてくださ

い。カバーを閉めることにより、アクセスが可能

になります。もし、メディアとカバーが当たって

閉まらない場合、次の内容を確認してください。

・ メディアを奥までしっかりと押し込んだか ?

・ メディアの挿入向きは合っているか ?

メディア

1. メディアの挿入向きを間違えると、パネル、及びメディアを破損する恐れがあります。
2. コンパクトフラッシュ (TM) 以外は挿入しないでください。
3. IP-420 のスロットは 2GB 以下のコンパクトフラッシュ (TM) に対応しています。
4. IP-420 のスロットはコンパクトフラッシュ (TM) のフォーマット FAT16 に対応しています。

FAT32 には対応していません。
5. 必ず IP-420 でフォーマットしたコンパクトフラッシュ (TM) を使用してください。コンパクトフ

ラッシュ (TM) のフォーマット方法は、"26-3 フォーマットを行うには " P.87 をご覧ください。

■ コンパクトフラッシュ (TM) 挿入方法

26-2 メディアを使用して通信を行うには

[ メディアのフォルダ構成 ]
各ファイルはメディア内の以下のディレクトリに保存してください。

ベクトル形式データ 
¥VDATA に保存し
ます。

縫製標準フォーマット 
¥SDATA に保存し
ます。

縫製標準データを保存
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■ USB 取り外し方法

[ USB について ]

■ USB 挿入方法
上側のカバーをスライドさせて USB 機器を差込み、
使用するデータを本体にコピーしてください。
コピー後は、USB 機器を取り外してください。

USB 機器を取り外し、カバーを取り付けてくださ
い。

   メディア使用上の注意 :
 　  ・濡らしたり、濡れた手で触らないでください。火災や感電の原因となります。
    　  ・曲げたり、強い力や衝撃を与えないでください。
    　  ・分解、改造は絶対に行わないでください。
    　  ・端子部に金属を当てたりしないでください。データが消失する恐れがあります。
   　  ・以下のような場所での保管・使用は避けて下さい。
      高温多湿な場所　　 結露する場所
      ごみ、埃が多い場所 静電気、電気的ノイズが発生しやすい場所

注意

1) パネルを手で持って、カバーを開け、メディア取

り外しレバー❶を押し込んでください。メディア

❷が押し出されます。

レバー❶を強く押すと、メディア❷が飛び
出し落下することによって破損する恐れが
あります。

2) メディア❷をそのまま抜けば、取り外し完了で

す。

❶

❷

■ コンパクトフラッシュ (TM) 取り外し方法
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① USB の取扱に関する注意　
 ・ 縫製中は、USB コネクタに USB 機器、USB ケーブルを接続したままにしないでください。振動によりコネクタ

部が破損し、USB のデータ喪失や USB 機器、ミシン故障の恐れがあります。
  ・ プログラムや縫製データ読み込み書込み時には、抜き差しを行わないでください。
  　 データの破損や誤動作につながる恐れがあります。
  ・ USB 機器の保存領域にパーテーションを区切った場合、1 個のパーテーションのみアクセスできます。
 ・ 使用する USB 機器の種類によっては本機が正しく認識できない場合があります。
 ・ 本機での使用により USB 機器内のデータが消失した場合のデータの補償はご容赦ください。 
 ・ 通信画面やパターンデータ一覧が表示されているような画面ではメディアを差してもドライブを認識しません。
 ・ USB や CF(TM) などのメディアは、基本的に 1 台のみ接続してください。複数台の接続の場合にも 1 台しか認

識されません。詳しくは USB の仕様をお読みください。
 ・ USB コネクタは、IP パネルの USB 端子の奥まで確実に挿入してください。  
 ・ USB 上のデータにアクセスしている最中に電源を OFF しないでください。

② USB の仕様
 ・ USB1.1 規格に準拠
 ・ 対応機器 ※ 1 �������� USB メモリー、USB ハブ、FDD、カードリーダー等のストレージ機器
 ・ 未対応機器 ���������� CD、DVD、MO、テープドライブなど
 ・ 対応フォーマット ���� FD( フロッピーディスク ) FAT12
  　                          ���� その他 (USB メモリーなど ) FAT12・FAT16・FAT32
 ・ 対応メディアサイズ �� FD( フロッピーディスク ) 1.44MB・720kB
  　                             �� その他 (USB メモリーなど ) 4.1MB 〜 (2TB)
 ・ ドライブの認識  ����� ＵＳＢ機器等の外部メディアへのアクセスは、最初に認識したメディアにアクセスします。

但し、内臓メディアスロットにメディアがある場合はメディアへのアクセスが最優先され
ます。（例：ＵＳＢメモリーを差したあとにメディアスロットへ挿入してもメディアスロッ
トにアクセスします。）

 ・ 接続の制限 ���������� 最大 10 デバイス（最大数を超えて接続した場合、超えて接続したストレージデバイスは、
一度取り外して、再度接続しないと認識されません。）

 ・ 消費電流 ������������ 接続できる USB 機器の定格消費電流は最大 500mA です。

   ※ 1 すべての対応機器の動作を保証するものではありません。  相性問題等で動作しない機器もございます。
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26-3 フォーマットを行うには
メディアを再フォーマットする場合は、必ず IP-420 で行ってください。パソコンでフォーマットしたメディ
アは、IP-420 では読み込むことができません。

① メディアフォーマット画面を表示する

  キーを 3 秒間押し続けると画面上にメディ

アフォーマットボタン  Aが表示されます。

 このボタンを押すと、メディアフォーマット画面

が表示されます。
A

② メディアのフォーマットを開始する
 フォーマットしたいメディアをメディアスロッ

トにセットし、蓋を閉じてから、エンターボタン

Bを押すと、フォーマットを開始します。

 フォーマットをする前に、メディア内の必要な

データを他の媒体へ保存しておいてください。

フォーマットすると、内部のデータは消去されま

す。

B

複数のメディアが接続されていると優先順位によってフォーマットするメディアが決まります。
高　　　　　　　←　　　　　　　低

CF（ＴＭ）スロット← USB 機器 1 ← USB 機器 2 ←・・・
となりますので、ＣＦ（ＴＭ）スロットにコンパクトフラッシュ（ＴＭ）が入っているとコンパクトフラッ
シュ（ＴＭ）がフォーマットされます。
アクセスの優先順位は USB の仕様を参照ください。
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接点部は、汚れると接触不良の原因となる
ため、手で触ったり、ごみ・ほこり・油・
その他異物がつかないように管理してくだ
さい。また、静電気等により、内部素子が
破壊されますので十分取扱いにはご注意く
ださい。

パソコン等により USB ケーブルを使用してデー
タのやり取りを行うことができます。

 メディアの取り扱い方法に関しては "26. 通信機能を使用するには " P.83 をお読みください。

② USB を使って通信を行うには

① メディアを使って通信を行うには

26-4 通信を行うには
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26-5 データを取り込むには

A

F

B

D

C

E

G

① 通信画面を表示する
 データ入力画面で、スイッチシート部の通信ボタン 

 Aを押すと、通信画面が表示されます。

② 通信方法を選択する
 通信方法は下記の 4 通りがあります。

 B : メディア

 　→ パネルへデータを書き込み

 C : パソコン ( サーバー )

 　→ パネルへデータを書き込み

 D : パネル

 　→ メディアへデータを書き込み

 E : パネル

 　→ パソコン（サーバー）へデータを書き込み

 希望の通信方法のボタンを選択してください。

③ データ番号を選択する

  Fを押すと書き込みファイル選択画面が表示

されます。

 書き込みしたいデータのファイル番号を入力してく

ださい。ファイル番号はファイル名のVD00×××. 

vdt の×××部の数字を入力してください。

 書き込み先のパターン No. の指定も同様に行うこと

ができます。書き込み先がパネルの場合には、未登

録のパターン No. が表示されます。

④ データ番号を確定する

 エンターボタン  Gを押すと、データ番号選択

画面が閉じ、データ番号の選択が終了します。
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⑤ 通信を開始する

 通信開始ボタン  Hを押すとデータ通信を開

始します。通信中は通信中画面を表示し、通信終

了後、通信画面に戻ります。

データ読み込み中は蓋を開けないでくださ
い。データが読み込めなくなる恐れがあり
ます。

H
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② データ番号の選択を行う
 存在するデータのファイル番号の一覧が表示さ

れるので、書き込みしたいファイル番号ボタンB

を押してください。反転ボタン  Cにて、ボ

タンの選択状態を反転することが可能です。

③ データ番号を確定する

 エンターボタン  Dを押すと、データ番号複

数選択画面が閉じ、データの選択が終了します。

26-6 複数のデータをまとめて取り込むには

ベクトルデータ・縫製標準フォーマットデータは、書き込むデータを複数選択して、まとめて書き込むこと
が可能です。書き込み先のパターン No. は、選択したデータ番号と同じ No. になります。

メディアの No. 201 以降は複数選択できません。

① 書き込みファイル選択画面を表示する

 複数選択ボタン  Aを押すと、データ番号複

数選択画面が表示されます。

A

C

D

B
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通信中画面には、通信中のデータ番号と書き込み
データ総数と、データ通信終了したデータ数が表
示されます。

＊  既に存在するパターン No. に書き込みを行う場

合は、書き込み前に上書き確認画面が表示されま

す。上書きする場合はエンターボタン  Fを

押してください。

 上書き確認画面を表示せず、すべて上書きを行う

場合はすべて上書きボタン  Gを押してくだ

さい。

G

F

④ 通信を開始する

 通信開始ボタン  Eを押すと、データ通信を

開始します。

E
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27. インフォメーション機能について

インフォメーション機能には、下記の 3 つの機能があります。

1) オイル交換時期・針交換時期・清掃時期等を指定し、指定時間経過したら警告通知を行うことができます。

 → "27-1 保守点検情報を見るには " P.93、"27-2 点検時間を入力するには " P.95 をご覧ください。

2) 目標出来高と実績出来高を表示する機能により、ラインおよびグループでの目標達成意識を高めると共

に、進度が一目で確認できます。

 → "27-4 生産管理情報を見るには " P.97、"27-5 生産管理情報の設定を行うには " P.100 をご

覧ください。

3) ミシンの稼動状況から、マシン稼働率、ピッチタイム、マシンタイム、マシンスピードの情報を表示す

ることができます。

 → "26-3 フォーマットを行うには " P.87 をご覧ください。

また、SU-1（ミシンデータサーバーユーティリティ）と接続して使用することで、複数台のミシン情報をサー
バーで管理することもできます。

27-1 保守点検情報を見るには

① インフォメーション画面を表示する
 データ入力画面でスイッチシート部のインフォ

メーションキー  Aを押すと、インフォメー

ション画面が表示されます。

② 保守情報画面を表示する。
 インフォメーション画面の、保守点検情報画面表

示ボタン  Bを押してください。

B

A
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保守点検情報画面には、次の 3 項目の情報が表
示されます。

項目ごとにボタンCに点検を知らせる間隔をDに表
示し、交換までの残り時間をEに表示しています。
また、交換までの残り時間をクリアすることがで
きます。

③ 交換までの残り時間のクリアを行う
 クリアしたい項目ボタンCを押すと、交換時間ク

リア画面が表示されます。クリアボタン  G

を押すと、交換までの残り時間がクリアされま

す。

・ 針交換（千針） ：

・ 清掃時間（時間） ：

・ オイル交換時間（時間）：

④ 糸通し図を表示する
 保守点検情報画面に表示している糸通しボタン 

 Fを押すと上糸通し図が表示されます。糸

通し時に、ご覧ください。

F

G

C

D
E

F
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27-2 点検時間を入力するには

① インフォメーション画面（保全者レベル）を表示
する

 データ入力画面でスイッチシート部のインフォ

メーションキー  Aを約 3 秒間押すと、イ

ンフォメーション画面（保全者レベル）が表示さ

れます。

 保全者レベルの場合には、左上のピクトが青色か

らオレンジ色になり、ボタンが 5 つ表示されま

す。

② 保守情報画面を表示する。
 インフォメーション画面の、保守点検情報画面表

示ボタン  Bを押してください。

※ 保全者レベル時で下段に表示される 2 つのボタ

ンについては "36. 保全者レベルのインフォメー
ション画面 " P.137 をご参照ください。

B

A

保守点検情報画面には、通常の保守点検情報画面
と同様の情報が表示されます。
点検時間を変更したい項目のボタン Cを押すと、
点検時間入力画面が表示されます。

C
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③ 点検時間を入力してください。
 点検時間を 0 に設定すると、保守点検機能を停

止します。

 クリアボタン  Dを押すと、初期値に戻りま

す。各項目の点検時間の初期値は次のとおりです。
D

E

・ 針交換 ： 0（千針）
・ 清掃時間 ： 0（時間）
・ オイル交換時間 ： 0（時間）

 エンターボタン  Eを押すと、入力した値を

確定します。

27-3 警告の解除方法

指定した点検時間になると、警告画面が表示されま
す。点検時間をクリアする場合には、クリアボタン 

 Fを押してください。点検時間をクリアし、

ポップアップを閉じます。点検時間をクリアしない

場合は、キャンセルボタン  Gを押し、ポップアッ

プを閉じてください。点検時間のクリアを行うまで、
1 縫製終了毎に警告画面を表示します。

各項目の警告番号は次の通りです。

G

F

・ 針交換 ： A201
・ 清掃時間 ： A202
・ オイル交換時間 ： A203
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27-4 生産管理情報を見るには

生産管理画面では、開始を指定し、開始から現在までの生産枚数や、生産目標枚数の表示等を行うことが可
能です。生産管理画面は表示方法が下記の 2 種類あります。

27-4-1 インフォメーション画面から表示する場合

① インフォメーション画面を表示する。
 データ入力画面でスイッチシート部のインフォ

メーションキー  Aを押すと、インフォメー

ション画面が表示されます。

② 生産管理画面を表示する。
 インフォメーション画面の、生産管理画面表示ボ

タン  Bを押してください。生産管理画面が

表示されます。

A

B
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生産管理画面では次の 5 項目の情報が表示されま
す。

A ： 現在の目標値
 現時点での、目標縫製枚数を自動的に表示しま

す。

B ： 実績値
 縫製した枚数が自動的に表示されます。

C ： 最終目標値
 最終目標縫製枚数を表示します。

 "27-5 生産管理情報の設定を行うには " 
P.100 を参照し、枚数を入力してください。

D ： ピッチタイム
 1 工程に掛かる時間（秒）を表示します。

 "27-5 生産管理情報の設定を行うには " 
P.100 を参照し、時間（単位 ： 秒）を入力し

てください。

E ： 糸切り回数
 1 工程当たりの糸切り回数を表示します。

 "27-5 生産管理情報の設定を行うには " 
P.100 を参照し、回数を入力してください。

A

B

C

D

E
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27-4-2 縫製画面から表示する場合

① 縫製画面を表示する。
 データ入力画面でスイッチシート部の準備キー 

 Aを押すと、縫製画面が表示されます。

② 生産管理画面を表示する。
 縫製画面でスイッチシート部のインフォメー

ションキー  Bを押すと、生産管理画面が表

示されます。

 表示内容および機能は、"27-4-1 インフォメー
ション画面から表示する場合 " P.97 と共通

になります。

A

B
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27-5 生産管理情報の設定を行うには

① 生産管理画面を表示する。
 "27-4 生産管理情報を見るには " P.97 を参

照し、生産管理画面を表示してください。

② 最終目標値を入力する。
 まず、これから縫製を行う工程の生産枚数を入力

してください。最終目標値ボタン  Cを押

すと、最終目標値入力画面が表示されます。テン

キーもしくは +・－ボタンOで、希望の値を入力

してください。

 入力後、エンターボタン  Fを押してくださ

い。

F

C

D

E

O
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③ ピッチタイムを入力する。
 次に、1 工程に掛かるピッチタイムを入力してく

ださい。前ページのピッチタイムボタン 

Dを押すと、ピッチタイム入力画面が表示されま

す。

 テンキーもしくは +・－ボタンOで、希望の値を

入力してください。

 入力後、エンターボタン  Gを押してくださ

い。

④ 糸切り回数を入力する。
 次に、1 工程当たりの糸切り回数を入力してくだ

さい。前ページの糸切り回数ボタン  Eを

押すと、糸切り回数入力画面が表示されます。

 テンキーもしくは +・－ボタンOで、希望の値を

入力してください。

 入力後、エンターボタン  Hを押してくださ

い。

※ 入力値が 0 の場合は、糸切り回数のカウントは

行いません。外部スイッチを接続してご使用くだ

さい。

G

H

O

O
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⑤ 生産枚数のカウントを開始する。

 スタートボタン  Iを押すと、生産枚数のカ

ウントを開始します。

⑥ カウントを停止する。
 "27-4 生産管理情報を見るには " P.97 を参

照し、生産管理画面を表示してください。

 カウント中ならば、停止ボタン  Jが表示さ

れます。停止ボタン  Jを押すと、カウント

が停止します。

 停止後、停止ボタンの位置にスタートボタンが表

示されます。続けて、カウントを行う場合は、再

度スタートボタンを押してください。クリアボタ

ン  Kが押されるまで、カウントした値はク

リアされません。

J

I

K
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⑦ カウント値をクリアする。
 カウントした値をクリアする場合は、カウントを

停止状態にし、クリアボタン  Kを押してく

ださい。

 クリアされる値は、現在の目標値L 、実績値M
のみです。

 クリアボタン  Kを押すと、クリア確認画面

を表示します。

 クリア確認画面にて、クリアボタン  Nを押

すと、カウント値がクリアされます。

K

N

L

M

クリアボタン  Kは停止状態の場合の

み表示されます。
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27-6 稼動計測情報を見るには

① インフォメーション画面を表示する。
 データ入力画面でスイッチシート部のインフォ

メーションキー  Aを押すと、インフォメー

ション画面が表示されます。

② 稼動計測画面を表示する。
 インフォメーション画面の、稼動計測画面表示ボ

タン  Bを押してください。稼動計測画面を

表示します。 B

A



– 105 –

稼動計測画面では次の 5 項目の情報が表示されま
す。

A ： 計測を開始した時点からの稼働率を自動的に

表示します。

B ： 計測を開始した時点からのマシンスピードを

自動的に表示します。

C ： 計測を開始した時点からのピッチタイムを自

動的に表示します。

D ： 計測を開始した時点からのマシンタイムを自

動的に表示します。

E ： 糸切り回数を表示します。次の③を参照し、回

数を入力してください。

③ 糸切り回数を入力する。
 次に、1 工程当たりの糸切り回数を入力してくだ

さい。糸切り回数ボタン  Eを押すと、糸

切り回数入力画面が表示されます。

 テンキーもしくは +・－Kボタンで、希望の値を

入力してください。

 入力後、エンターボタン  Fを押してくださ

い。

※ 入力値が 0 の場合は、糸切り回数のカウントは

行いません。外部スイッチを接続してご使用くだ

さい。

A

C

F

B

D

E

K
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④ 計測を開始する。

 スタートボタン  Gを押すと、各データの計

測を開始します。

⑤ カウントを停止する。
 "27-6 稼動計測情報を見るには " P.104 の① 

、②を参照し、稼動計測画面を表示してください。

 計測中ならば、停止ボタン  Hが表示されま

す。停止ボタン  Hを押すと、計測が停止し

ます。

 停止後、停止ボタンの位置にスタートボタンが表

示されます。続けて、計測を行う場合は、再度ス

タートボタンを押してください。クリアボタン 

 Iが押されるまで、計測した値はクリアさ

れません。

G

H

I
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クリアボタン  Iは停止状態の場合のみ

表示されます。

⑥ カウント値をクリアする。
 カウントした値をクリアする場合は、カウントを

停止状態にし、クリアボタン  Iを押してく

ださい。

 クリア確認画面にて、クリアボタン  Jを押

すと、カウント値がクリアされます。

J

I

 クリアボタン  Iを押すと、クリア確認画面

を表示します。
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28. 試縫い機能について

パソコンとミシンをオンライン接続することで、PM-1（縫製データ作成編集ソフト）で作成したデータを、
試縫いすることができます。

パソコンと IP-420 を接続し、PM-1 でデータ作成後ミシンへデータを送信してください。IP-420 が、デー
タ入力画面になると自動的に試縫い画面が表示されます。PM-1 の操作方法については、PM-1 のヘルプ等
をご覧ください。

28-1 試縫いを行うには

① 試縫いのデータを PM-1 から受信する
 PM-1 より試縫いのデータ（ベクトル形式データ）

が送信されてくると、右図の試縫い画面が表示さ

れ、画面中央に送信されてきたデータの針落ち図

が表示されます。

 針落ち図は糸張力値によって、表示色が異なりま

す。

② ベクトルパラメーターを編集する
 PM-1 から送信されたベクトル形式データに対し

て、下記の 3 項目について設定することができ

ます。

 A ： 糸張力

 B ： X 拡縮率もしくは X 実寸値

 C ： Y 拡縮率もしくは Y 実寸値

IP-420
データを送信

PM-1

E

C

A

B

※ 拡縮率を入力するか、実寸値を入力するかは、メモリースイッチ  で設定することが可能です。

→ "23. メモリースイッチデータを変更するには " P.59 を参照してください。
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③ データを変更する
 変更したい項目（A 〜 C）のボタンを押すとテ

ンキーが表示されます。希望の値を入力してくだ

さい。

 入力後、エンターボタン  Dを押してくださ

い。

④ 試縫いをする

 前ページの準備キー  Eを押すと、試縫い縫

製画面が表示されます。この状態で試縫いするこ

とができます。

D

C

A

B
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⑤ データをユーザーパターンに登録する
 試縫いしたデータをミシンへ登録する場合は試

縫い画面に表示されている登録ボタン  Fを

押すと、登録画面が表示されます。テンキーGで、

登録したいユーザーパターン No. を入力してく

ださい。

⑦ データ入力画面を表示する
 登録後、自動的にデータ入力画面が表示されま

す。

⑥ データの登録を確定する

 エンターボタン  Hを押すと、登録画面が閉

じ、登録を終了します。

H

F

G
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29. 糸張力値表示色一覧

表示される針落ち図は、針落ち点に設定されている糸張力値によって表示色が異なります。糸張力によって
表示される色は下記の通りです。

糸張力値 表示色

0 〜 20 ： 灰色

21 〜 40 ： 紫

41 〜 60 ： 青

61 〜 80 ： 水色

81 〜 100 ： 緑

101 〜 120 ： 黄緑

121 〜 140 ： オレンジ

141 〜 160 ： 赤

161 〜 180 ： ピンク

181 〜 200 ： 黒
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30. パターンデータの呼び出し可否の設定

不要なパターンの呼び出しをできなくすることで、間違って違うパターンを呼び出すのを防ぎます。また、
必要なパターンを呼び出し使用することもできます。

① 標準パターン選択画面を表示する

  キーを押すと、画面上に標準パターン選択

ボタン  Aが表示されます。このボタンを押

すと、標準パターン選択画面が表示されます。

② 呼び出し可否の設定
 標準パターン選択画面上には、登録されている標

準パターンが表示されます。上下スクロールボタ

ン  Bを押すと、ページが切り替わり

ます。

 標準パターンボタン  Cを押すたびに、通

常状態と反転状態へ交互に切り替わります。通常

状態ならば読み出し不許可、反転状態ならば読み

出し許可となります。

 ただし、既に使用されている標準パターンの場合

は、反転状態から通常状態へは切り替わりませ

ん。

  ： 読み出し不許可 ( 通常状態 )

  ： 読み出し許可 ( 反転状態 )

③ 呼び出し可否の確定

 エンターボタン  Dを押すと、呼び出し可否

の設定が確定します。

D

B

A

C
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31. 押えの原点調整を行うには

① 押え原点調整画面を表示する

  キーを押すと画面上に押え原点調整ボタン 

 Aが表示されます。このボタンを押すと、

押え原点調整画面が表示されます。

② 押え原点の調整を行う
 スタートスイッチで原点検索をおこないます。

キャンセルボタン  Bを押すと押え原点調整

画面を閉じ、モード画面を表示します。

A

B
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32. キーロックを行うには

① キーロック画面を表示する
 電源 OFF 状態で、MAIN 基板 DIP スイッチ 1-1

を ON し、電源を投入します。

  キーを 3 秒間押し続けると画面上にキー

ロックボタン  Aが表示されます。このボタ

ンを押下するとキーロック設定画面が表示され

ます。

 キーロックボタン上には、現在の設定状態が表示

されます。

  ： キーロック未設定状態

  ： キーロック設定状態

※ MAIN 基板 DIP スイッチ 1-1 を OFF の場合は

モード画面に「キーロックボタン」は表示されま

せん。

② キーロック状態を選択し、確定する
 キーロック設定画面にて、キーロック状態のボタ

ン  Bを選択し、  C を押すと、キー

ロック設定画面が閉じ、キーロック状態になりま

す。

A

B

C



– 115 –

③ モード画面を閉じ、データ入力画面を表示する
 モード画面を閉じ、データ入力画面を表示する

と、パターン No. 表示の右側にキーロック状態

を示すピクトCが表示されます。

 また、キーロック状態でも使用可能なボタンのみ

が表示されます。

C

C
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33. バージョン情報を表示するには
① バージョン情報画面を表示する

  キーを 3 秒間押し続けると画面上にバー

ジョン情報ボタン  Aが表示されます。この

ボタンを押すとバージョン情報画面が表示され

ます。

 バージョン情報画面には、ご使用のミシンのバー

ジョン情報が表示され、確認することが可能で

す。

 B ： パネルプログラムのバージョン情報

 C ： メインプログラムのバージョン情報

 D ： 主軸プログラムのバージョン情報

 キャンセルボタン  Eを押すと、バージョン

情報画面が閉じ、モード画面が表示されます。

E

F

A

② 詳細表示画面を表示する

 詳細画面表示ボタン  Fを押すと、パネルプ

ログラムの詳細画面が表示されます。

 G ： モジュール名

 H ： RVL

 I ： チェックサム

 キャンセルボタン  Jを押すと、詳細表示画

面が閉じ、バージョン情報画面が表示されます。

  キーを押すと、詳細表示画面が閉じ、選択

中のデータ入力画面が表示されます。

J

I

G H

B

D
C
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34. チェックプログラムを使用するには
34-1 チェックプログラム画面を表示するには

 キーを 3 秒間押し続けると画面上にチェック

プログラムボタン  Aが表示されます。このボ

タンを押下するとチェックプログラム画面が表示さ
れます。

A
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チェックプログラムは、下記の 9 項目あります。

 タッチパネルの補正画面

→ "34-2 タッチパネルの補正を行うには " 
P.119 を参照してください。

 液晶チェック

→ "34-3 液晶チェックを行うには " P.122 を参

照してください。

 センサーチェック

→ "34-4 センサーチェックを行うには " P.123 
を参照してください。

 マシンスピード

→ "34-5 主モーター縫い速度チェック " P.126 
を参照してください。

 出力チェック

→ "34-6 出力チェックを行うには " P.127 を参

照してください。

 XY 原点調整

→ "34-7 XY モーター／原点センサーチェックを
行うには " P.129 を参照してください。

 押え・糸切り調整

→ "34-8 押え・糸切りモーター／原点センサー
チェックを行うには " P.130 を参照してくだ

さい。

 糸つかみ調整

→ "34-9 糸つかみモーター／原点センサーチェッ
クを行うには " P.131 を参照してください。

 連続運転

→ "34-10 連続運転を行うには " P.132 を参照

してください。

※ LK-1903B/BR の場合、連続運転は動作できません。
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34-2 タッチパネルの補正を行うには

① タッチパネル補正画面を表示する
 チェックプログラム画面のタッチパネル補正ボ

タン  Aを押すとタッチパネル補正画面を

表示します。

③ タッチパネル補正を行う

②の作業を行った後、マークから外れた表示  

が表示されたら、補正を行ってください。
タッチパネルの補正を行う場合は、タッチパネル

補正ボタン  Jを押すとタッチパネル補正

画面が表示されます。
補正を行う必要がない場合は、キャンセルボタン 

 Iを押すとチェックプログラム画面に戻り

ます。

A

② タッチパネル補正確認画面で補正の確認を行う
 タッチパネル補正確認画面が表示されます。
 4 隅に表示されている補正マーク ( D・E・F・

G ) をそれぞれ押すと、Hの表示が下記の通り変
わります。

補正マークを押す時は、タッチパネルに対
して垂直に押すようにしてください。

初期表示 ：
( 補正マークが押されて
いない場合 )

マークを押せた ：
( タッチパネルが正しく
補正されている状態 )

マークから外れた ：
( タッチパネルの補正が
ずれている状態 )

D

H

I

J

F

E

G
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⑤ 右下位置を押す
 画面右下の赤丸  Eを押してください。

 補正を終了する場合は、キャンセルボタン  

Iを押してください。

⑥ 左上位置を押す
 画面左上の赤丸  Fを押してください。

 補正を終了する場合は、キャンセルボタン  

Iを押してください。

I

④ 左下位置を押す
 画面左下の赤丸  Dを押してください。

 補正を終了する場合は、キャンセルボタン  

Iを押してください。 I

D

E

I

F
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⑦ 右上位置を押す
 画面右上の赤丸  Gを押してください。

 補正を終了する場合はキャンセルボタン  I

を押してください。

⑧ データを保存する
 4 点を押し終わると、補正データを保存しますの

で、電源 OFF 禁止を示す画面Kが表示されます。

 この画面Kが表示されている間は、電源を切らな

いでください。

 電源を切った場合は、補正したデータは保存され

ません。

 保存が終わると自動的にチェックプログラム画

面を表示します。

I

G

K
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34-3 液晶チェックを行うには

① 液晶チェック画面を表示する
 チェックプログラム画面の液晶チェックボタン

 Aを押すと液晶チェック画面を表示しま

す。

② 液晶をチェックする
 液晶チェック画面は画面 1 色のみで表示されま

す。

 液晶のチェックを行ってください。

 チェックが終わりましたら、画面の適当な場所

を押してください。液晶チェック画面を閉じ、

チェックプログラム画面を表示します。

A
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34-4 センサーチェックを行うには

① センサーチェック画面を表示する
 チェックプログラム画面のセンサーチェックボ

タン  Aを押すとセンサーチェック画面を

表示します。

② センサーチェックを行う
 センサーチェック画面では各種センサーの入力

状況を確認することができます。

 各センサーごとに入力状態がBのように表示さ

れます。ON 状態／ OFF 状態の表示は下記のよ

うに表示されます。

  ： ON 状態

  ： OFF 状態

 上下スクロールボタン  Cを押して、

確認したいセンサー情報を表示してください。

C

A

B
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センサーは下記の 21 種類が表示されます。

No. ピクト センサー内容

DIP スイッチ 2-1

DIP スイッチ 2-2

DIP スイッチ 2-3

DIP スイッチ 2-4

オプションスタートスイッチ

オプション押えスイッチ

オプション押え 2 スイッチ

ペダルスイッチ
（ペダル入力値が表示されます）

針上死点（5 〜 30°）

針下死点（185 〜 215°）

針下位置（80 〜 123°）

針上位置（40 〜 62°）

TG（45 回／ 1 回転）

送り基準（125 〜 155°）
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No. ピクト センサー内容

主モーターＺ相（0 〜 180°）

頭部倒れスイッチ

一時停止スイッチ

糸切れ検知スイッチ

ミシン針棒角度（0 〜 359）

吸引ノズル

残短糸切りシリンダスイッチ
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34-5 主モーター縫い速度チェック

① 主モーター縫い速度チェック画面を表示する
 チェックプログラム画面の主モーター縫い速度

チェックボタン  Aを押すと主モーター縫

い速度チェック画面を表示します。

② 主モーターを回転させ、実測値の確認を行う

 +・－ボタン  BCで縫い速度を設定す

ることができます。 準備キー  Dを押すと

設定した縫い速度でミシンを回転させます。この

とき、実測した縫い速度を  Eに表示しま

す。リセットボタン  Fを押すとミシンは停

止します。

C

D

A

B

F

E



– 127 –

34-6 出力チェックを行うには

① 出力チェック画面を表示する
 チェックプログラム画面の出力チェックボタン 

 Aを押すと、出力チェック画面を表示し

ます。

② 出力チェックを行う
 1901 布寄せマグネットなどの出力チェックを

行います。出力チェックボタン  Bを押し

てください。押している間、ON を出力します。

A

B
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No. ピクト 入力内容

1901　布寄せ

BR35 用　動作可

BR35 用　縫製中

エアー出力 1

エアー出力 1

電磁弁予備

糸くず吸引
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34-7 XY モーター／原点センサーチェックを行うには

① XY モーター／原点センサーチェック画面を表示する
 チェックプログラム画面の XY モーター／原点

センサーチェックボタン  Aを押すと XY

モーター／原点センサーチェック画面を表示し

ます。

②  XY モーター／原点センサーチェックを行う
 Bに X モーター・Y モーターの位置情報が表示

されます。

 矢印ボタン  Cを押すことで X ／ Y モー

ターを＋／ – 方向に 0.1mm ずつ駆動します。

 スタートスイッチで X ／ Y モーターの原点検索

を両軸とも行います。

 原点確定ボタン  Dを 2 秒長押しすると、

現在位置を XY 原点にします。X/Y の位置情報

が 0 になります。

A

円弧補間のため選択されていないモーター
も駆動されます。

B

C

D
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34-8 押え・糸切りモーター／原点センサーチェックを行うには

① 押え・糸切りモーター／原点センサーチェック画
面を表示する

 チェックプログラム画面の押え・糸切りモーター

／原点センサーチェックボタンAを押すと押え・

糸切りモーター／原点センサーチェック画面を

表示します。

C

I

A

B

E

H

J

G

K

L

F

D

スタートスイッチで押え・糸切りモーター原点検索後、有効となります。

② 押え・糸切りモーター／原点センサーチェックを行う
 スタートスイッチで押え／糸切りモーターの原

点検索を行います。

 糸切りセンサーの状態により、Bの位置に糸切り

センサーの ON ／ OFF 状態を表示します。

 押え原点センサーの状態により、Cの位置に押え

原点センサーの ON ／ OFF 状態を表示します。

 +・－ボタン  DEで、押え／糸切りモー

ターを 1 パルスずつ駆動します。

 また、定位置移動ボタン  Fを押すと、下記

の定位置へ押え／糸切りモーターを駆動し、その

位置を示すピクトをグレー表示します。

 G ： 押え上昇位置

 H ： 押え下降位置（ペダル操作時の下降位置）

 I ： 糸切り位置

 J ： 押え下降位置（糸切り後の下降位置）

 K ： ワイパー払い位置

 逆回転ボタン  Lを押すと、逆回転で駆動し

ます。
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34-9 糸つかみモーター／原点センサーチェックを行うには

① 糸つかみモーター／原点センサーチェック画面
を表示する

 チェックプログラム画面の糸つかみモーター／

原点センサーチェックボタン  Aを押すと

糸つかみモーター／原点センサーチェック画面

を表示します。

② 糸つかみモーター／原点センサーチェックを行う
 スタートスイッチで糸つかみモーターの原点検

索を行います。

 Bに糸つかみエンコーダー位置情報が表示され

ます。

 +・－ボタン  CDで、糸つかみモーター

を 1 パルスずつ駆動します。

 また、定位置移動ボタン  Iを押すことで下

記の定位置へ糸つかみモーターを駆動し、その位

置を示すピクトを反転表示します。

 E ： 待機位置（手前）

 F ： 糸屈曲位置

 G ： 糸つかみ位置

 H ： 退避位置（奥側）

B

F

D

G

A

E

H

I

C

スタートスイッチで押え・糸切りモーター原点検索後、有効となります。

 原点確定ボタン  Jを 2 秒長押しすると、現在位置を糸つかみ原点位置とします。原点位置の設定

が完了したら、「27」が表示されます。

J
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A

B

C

34-10 連続運転を行うには

① 連続運転設定画面を表示する

 チェックプログラム画面の連続運転ボタン  

Aを押すと連続運転設定画面を表示します。

E

② 連続運転モードの設定
 連続運転設定画面では、連続運転モードの設定を

行います。
 B ： 動作間隔 ( 休止時間 )

 C ： 縫い終わり原点検索

   0 ： しない

   1 ： 100 回毎

   2 ： 毎回

 エンターボタン  Dを押すと連続運転の設定

が決定され、ミシンが連続運転モードに設定され
ます。

③ 連続運転を行う

 準備キー  Eを ON すると、縫製画面が表

示され、連続運転を開始します。一時停止スイッ
チを押すと連続運転を停止します。再度縫製を
行った場合、連続運転を開始します。連続運転
モードを解除する場合は、一度電源を切って再起
動してください。

D



– 133 –

35. 保全者レベルの通信画面

データ名 拡張子 データ内容

調整データ
機種名＋ 00 ××× .MSW

例 )LK00001.MSW
メモリースイッチ 1・2 のデータ

オールミシン
機種名＋ 00 ××× .MSP

例 )LK00001.MSP
ミシンで保持しているすべてのデータ

パネルプログラムデータ

BP+RVL(6 桁 ).HED

BP+RVL(6 桁 ).PXX

BM+RVL(6 桁 ).IXX

パネルのプログラムデータ＆表示データ

メインプログラムデータ MA+RVL(6 桁 ).PRG メインのプログラムデータ

サーボプログラムデータ MT+RVL(6 桁 ).PRG サーボのプログラムデータ

×××：ファイル No. 

通信画面は、通常使用するレベルと、保全者が使用するレベルで取り扱えるデータの種類が異なります。

35-1 取り扱い可能なデータについて

保全者レベルの場合には、通常の 2 種類に加えて 5 種類のデータを使用することが可能になります。
それぞれのデータ形式は下記の通りです。
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35-2 保全者レベルを表示するには

① 保全者レベルの通信画面を表示する

  キーAを 3 秒間長押しすると、左上のイ

メージがオレンジ色Bになり、保全者レベルの通

信画面が表示されます。

 操作方法は、"26-4 通信を行うには " P.88 
を参照してください。

※ 調整データ、オールミシンデータを選択した場合

は、右記のような表示になりパネル側は No. の

指定を行う必要がありません。

A

B
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35-3 プログラムの書き換えを行うには

① データ種別を選択する
 保全者レベルの通信画面で、データ種別ボタン 

 Aを押すと、データ選択画面が表示されます。

 パネルプログラムデータ  Bを選択してくだ

さい。

② ファイルを選択する

 通信画面で、ファイル選択ボタン  Cを押す

と、ファイル選択画面が表示されます。

 ファイル検索ボタン  Dを押してダウンロー

ドプログラムEを選択し、エンターボタン  

Fを押します。

B

C

E

A

F

D
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③ プログラム書き換えを開始する

 通信開始ボタン  Gを押すと、プログラム書

き換えを開始します。

データ消去中画面 データ書き込み中画面

 終了画面が表示されましたら、アプリケーション

入れ替えは終了です。

 もし、データ書き込み異常画面が表示された場合

は、速やかに電源を切り、下記の [ 確認事項 ] を

確認のうえ、再度セットアップを行ってくださ

い。

[ 確認事項 ]

1） メディアからのデータ通信中にメディアカバー

を開けた。

2） メディアのデータが正しくない。または、データ

ファイルがない。

3） メディアの接点部が汚れている。接触不良。

終了画面

データ書き込み異常画面

G

作業中の電源切断およびメディアカバーの
開閉は行わないでください。本体が壊れる
可能性があります。
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36. 保全者レベルのインフォメーション画面
36-1 エラー履歴の表示

① 保全者レベルのインフォメーション画面を表示する
 データ入力画面でスイッチシート部のインフォ

メーションキー  Aを約 3 秒間押すと、保

全者レベルのインフォメーション画面が表示さ

れます。保全者レベルの場合には、左上のピクト

が青色からオレンジ色になり、ボタンが 5 つ表

示されます。

② エラー履歴画面を表示する
 インフォメーション画面のエラー履歴画面表示

ボタン  Bを押してください。エラー履歴画

面が表示されます。

A

B
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エラー履歴画面には、ご使用のミシンのエラー履歴
が表示され、確認することが出来ます。

C ： エラーが発生した順番
D ： エラーコード
E ： エラーが発生した時の累積通電時間（時間）

キャンセルボタン  Gを押すと、エラー履歴画面

を閉じ、インフォメーション画面を表示します。

③ エラーの詳細を表示する
 エラーの詳細を知りたい場合は、知りたいエラー

ボタン  Fを押してください。

 エラー詳細画面が表示されます。

 エラー詳細画面には、エラーコードに対応するピ

クトHとエラー内容Iが表示されます。

→ エラーコードについては、"24. エラーコード一
覧 " P.72 をご覧ください。

F

H

I

C
D G

E
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36-2 累積稼動情報の表示

① 保全者レベルのインフォメーション画面を表示
 データ入力画面でスイッチシート部のインフォ

メーションキー  を約 3 秒間押すと、保全

者レベルのインフォメーション画面が表示され

ます。保全者レベルの場合には、左上のピクトが

青色からオレンジ色になり、ボタンが 5 つ表示

されます。

② 累積稼動情報画面を表示する
 インフォメーション画面の累積稼動情報画面表

示ボタン  Aを押してください。累積稼動情

報画面が表示されます。

 累積稼動情報画面では、次の 4 項目の情報が表

示されます。

 B ： マシンの累積稼働時間（時間）を表示します。

 C ： 累積糸切り回数を表示します。

 D ： マシンの累積通電時間（時間）を表示します。

 E ： 累積針数を表示します。（× 1000 針単位）

 キャンセルボタン  Fを押すと、累積稼動情

報画面を閉じ、インフォメーション画面を表示し

ます。

C

E

F

A

B

D
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